
鸞抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示

問
題
設
定

抵
当
権
の
効
力
規
定
と
公
示

附
加
物

・
附
合
物

・
従
物

「増
加
又
ハ
改
良
」
と
抵
当
権
の
効
力

「附
加
物
」
と
抵
当
権
の
効
力

工
場
抵
当
権
の
効
力
規
定
と
公
示

０
　
工
場
抵
当
法
の
制
定
過
程

０
　
「
工
場
供
用
物
」
と
工
場
抵
当
権
の
効
力

０
　
「
工
場
供
用
物
」
と
機
械
器
具
目
録

従
物

・
公
示
理
論
の
展
開

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
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０
　
「従
物
」
と
抵
当
権

の
効
力

０
　
「従
物
」
と
抵
当
権

の
公
示

五
　
む
す
び

一　
問
題
設
定

に
　
抵
当
権
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
「他
ノ
債
権
者
二
先
チ
テ
自
己
ノ
弁
済
ヲ
受
ケ
ル
権
利
」
（民
三
六
九
条
）

と
し
て
、
目
的
物
の
担
保
価
値
を
排
他
的
に
支
配
す
る
物
権
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
は
厳
格
な
公
示
が
要
求
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

（公
示
の
原
則
）
、
抵
当
権
者
に
不
動
産
の

「占
有
ヲ
移
サ
ス
シ
テ
」
債
務
の
担
保
に
供
す
る
た
め

（民
三
六
九
条
）

占
有
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
登
記
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
登
記

（登
録
）
制
度
は
、
抵
当
権
に
関
し
て
考
案
さ
れ
、

つ
い
で
所
有
権
そ
の
他
の
不
動
産
物
権

一
般
の
公
示
方
法
へ
と
歴
史
的
な
発
展
を
辿
っ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
民
法
上
の
抵
当
権
は
、
こ
れ
が
設
定
し
う
る
財
を
不
動
産

（若
し
く
は
地
上
権

・
永
小
作
権
）
に
限
定
し
て
い
る

（民

三
六
九
条
参
照
）
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
特
別
法
の
制
定
に
よ
り
、
一
方
で
は
動
産
な
ど
非
不
動
産
ギ
、
他
方
で
、
不
動
産
を
中
核
と
し
な

が
ら
も
、
こ
れ
に
動
産

・
権
利
な
ど
が
有
機
的
に
統

一
体
さ
れ
た
企
業
施
論
ゃ
企
業
そ
の
も
％
ヾ
と
、
抵
当
権
の
目
的
と
な
し
う
る
途
が

開
か
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
後
者
の
ご
と
く
企
業
活
動
に
と
も
な
い
増
減
変
動
す
る
企
業
施
設
を
法
律
的
に

一
体
と
し
て
把
握
し
、
こ
れ

を
公
示
す
る
方
法
は
、
特
定
の
不
動
産
を
前
提
と
し
た
不
動
産
登
記
簿
と
は
異
な
る
法
技
術
的
な
工
夫
が
要
請
さ
れ
る
。
財
団
抵
当
に
つ

い
て
は
、
財
団
登
記
簿
、
財
団
目
録
そ
し
て
財
団
を
組
成
す
る
不
動
産
な
ど
の
登
記
・登
録
簿
を
組
み
合
わ
せ
て
財
団
抵
当
権
を
公
示
し
、

(有)コピング



ま
た
財
団
を
組
成
し
な
い
工
場
抵
当
に
つ
い
て
は
、
土
地

・
建
物
の
登
記
簿
と
機
械
器
具
目
録

（い
わ
ゆ
る
三
条
目
録
）
と
に
よ
る
公
示

で
あ
る
。

蛇
　
し
か
し
、
他
方
、
複
雑
な
企
業
施
設
を
抵
当
権
の
目
的
と
す
る
場
合
、
こ
れ
を
目
録
に
記
載
さ
せ
る
こ
と
が
果
た
し
て
適
切
な
も
の

か
ど
う
か
、
疑
わ
し
い
と
す
る
主
張
は
根
」
嘘
。
こ
の
こ
と
が
、
解
釈
論
の
レ
ベ
ル
で
争
わ
れ
た
の
が
、
機
械
器
具
目
録

（三
条
目
録
）

の
法
的
性
質
を
め
ぐ

っ
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
工
場
に
属
す
る
土
地

ｏ
建
物
に

「備
附
ケ
タ
ル
機
械
、
器
具
其
ノ
他
工
場
ノ
用
二
供
ス

ル
物
」
（工
場
供
用
物
件
）
が
機
械
器
具
目
録

全
二
条
目
録
）
に
明
確
に
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
記
載
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
、
こ
れ
に
抵
当
権
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
後
順
位
抵
当
権
者
や
差
押
債
権
者
な
ど
第
二
者
に
対
抗
し
う
る
の
か
、
で
あ
る
。

工
場
抵
当
法
の
規
定
で
は
、
機
械
器
具
目
録

（三
条
目
録
）
は
登
記
簿
の
一
部
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
記
載
は
登
記
と
み
な
さ
れ
る
も
の

と
す
る

（同
法
三
条
二
項
、
二
五
条
）
。
そ
の
限
り
で
は
、
機
械
器
具
目
録

（三
条
目
録
）

へ
の
記
載
は
対
抗
要
件
で
あ
る
と
解
さ
ざ
る
を

得
ず
、
記
載
が
な
け
れ
ば
、
工
場
供
用
物
件
に
工
場
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
も
の
の
、
こ
れ
を
第
二
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

登
記
実
務
σ
み
な
ら
ず
、
最
高
裁
判
決
も
そ
の
よ
う
に
解
し
て
い
る

（対
抗
要
件
説
）
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
問
題
は
、
実
務
的
に
は
解

決
し
て
い
る
も
の
と

一
応
い
い
う
る
。

し
か
し
、
対
抗
要
件
説
に
対
し
て
は
、
備
付
け
ら
れ
て
い
る
状
態
に
お
い
て
工
場
供
用
物
に
対
す
る
工
場
抵
当
の
効
力
を
第
二
者
に
対

抗
し
う
る
と
解
す
る
非
対
抗
要
件
説

（公
示
説
）
が
従
来
よ
り
有
力
に
主
張
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
見
解
は
、
前
述
の
よ
う
に
公
簿
に
よ
る
厳
格
な
公
示
方
法
に
対
す
る
否
定
的

・
消
極
的
評
価
が
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
の
、
理
論

的
根
拠
は
、
民
法
上
の
抵
当
権
に
関
す
る
従
物

・
公
示
理
論
と
の
整
合
性
に
あ
る
。
こ
の
通
説
と
も
い
う
べ
き
従
物

・
公
示
理
論
は
、
「抵

当
権
の
強
化
」、
「抵
当
権
と
従
物
の
経
済
的

一
体
性
の
維
持
」
と
い
っ
た
観
点
に
た
ち
、
効
力
の
及
ぶ
範
囲
を
設
定
後
の
従
物
に
拡
充
し
、

効
力
範
囲
の
公
示
の
あ
り
方

⌒主
物

・
従
物
と
い
う
事
実
関
係
に
よ
る
公
示
の
代
替
）
、
さ
ら
に
分
離
物
へ
の
追
及
効
な
ど
を
考
え
る
。

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
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し
か
し
、
こ
の
民
法
上
の
抵
当
権
に
関
す
る
従
物

・
公
示
理
論
そ
の
も
の
に
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

確
か
に
、
抵
当
権
の
実
行
に
さ
い
し
て
抵
当
権
設
定
後
の
従
物
を
も

一
括
し
て
競
売
で
き
る
と
な
れ
ば
、
抵
当
権
者
は
い
う
に
及
ば
ず
、

抵
当
権
設
定
者
に
も
有
利
で
あ
る
。
従
物
の
分
だ
け
売
却
代
金
が
殖
え
る
し
、
そ
の
う
え
個
別
評
価
に
比
べ
て
よ
り
高
価
に
換
価
さ
れ
る

の
だ
か
ら
債
務
者
た
る
設
定
者
は
そ
の
増
価
分
債
務
が
減
少
す
る
か
、
あ
る
い
は
売
却
剰
余
金
が
増
え
る
の
で
あ
っ
て
、
金
銭
的
に
は
損

失
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
物
に
つ
い
て
、
抵
当
権
設
定
者
が
こ
れ
を
担
保
に
供
す
る
こ
と
や

一
般
債
権
者
が
こ
れ
を
差
押
え

す
る
こ
と
な
ど
は
す
べ
て
排
除
さ
れ
、
抵
当
権
者
に
よ
る
従
物
の
独
占
化
と
も
い
う
べ
き
状
況
が
生
ま
れ
る
。

動
産
の
財
産
的
価
値
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
昨
今
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
目
的
物
の
範
囲
の
な
か
に
、
従
物
が
と
く
に
抵

当
権
設
定
後
に
備
え
付
け
ら
れ
た
場
合
、
こ
れ
が
当
然
に
含
ま
れ
る
と
解
す
る
通
説
に
は
、
抵
当
権
設
定
者
や
抵
当
権
者
以
外
の

一
般
債

権
者
の
立
場
を
も
考
え
る
な
ら
ば
、
疑
間
な
し
と
し
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
範
囲
に
関
す
る
公
示
に
関
し

て
も
、
こ
れ
を
な
い
が
し
ろ
に
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
、
効
力
の
及
ぶ
範
囲
に
関
し
て
、
民
法
上
の
抵
当
権
と
工
場
抵
当
権
と
が
異
な

る
な
ら
ば
、
公
示

・
対
抗
要
件
の
問
題
に
つ
い
て
も
同

一
に
処
理
で
き
な
い
。

鱚
　
抵
当
権
設
定
者
は
抵
当
権
者
と
の
間
に
お
い
て

「設
定
行
為
二
別
段
ノ
定
」
を
す
れ
ば
、
土
地

・
建
物
に

「附
加
シ
テ
之
卜

一
体
ヲ

成
シ
タ
ル
物
」
（附
加
物
件
）
を
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
範
囲
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る

（民
三
七
〇
条
但
書
）
。
ま
た
、
登
記
を
す

れ
ば
、
第
二
者
に
対
抗
力
を
も
つ
（不
登

一
一
七
条
）
。
ま
た
、
特
殊
で
は
あ
る
が
、
債
務
者
た
る
設
定
者
が
抵
当
不
動
産
に
附
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て

一
般
財
産
を
減
少
さ
せ
た
場
合
、
一
般
債
権
者
は
詐
害
と
し
て
附
加
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
こ
と
を
主
張
で
き
る

（民
三
七
〇
条
但
書
）
。
工
場
抵
当
に
関
し
て
も
右
の
両
規
定
と
同
様
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る

（工
抵
二
条

一
項
但
書
、
四
条
）
。
こ
れ
ら

両
規
定
は
、
抵
当
不
動
産
の
附
加
物
を
め
ぐ
る
抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者

・
一
般
債
権
者
と
い
う
関
係
者
間
の
利
益
を
調
整
す
る
規
定

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
実
務
的
に
は
例
が
な
い
の
か
、
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。



そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
に
関
し
て
、
抵
当
権
者
と
抵
当
権
設
定
者

。
一
般
債
権
者
と
の
利
益
調
整

の
あ
り
方
、
し
た
が
っ
て
ま
た
効
力
範
囲
の
公
示
の
あ
り
方
と
い
う
、
従
来
の
研
究
で
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
視
角
か
ら
、
す
ぐ
れ
た
業

績
は
あ
る
も
の
の
、
立
法
、
判
例
、
学
説
の
展
開
を
見
直
し
、
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

一一　
抵
当
権
の
効
力
規
定
と
公
示

日
　
附
加
物

・
附
合
物

・
従
物

抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
土
地

・
建
物
に

「附
加
シ
テ
之
卜

一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
」
（民
三
七
〇
条
）
は
、
従
物
に
対
す
る
抵
当
権
の
効
力

と
い
う
具
体
的
な
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
何
を
意
味
す
る
の
か
、
民
法
施
行
以
来
解
釈
が
分
か
れ
、
対
立
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、

こ
れ
は
、
「従
ト
シ
テ
之
二
附
合
シ
タ
ル
物
」
（民
二
四
二
条
）
及
び

「常
用
二
供
ス
ル
為
メ

‥
・
附
属
セ
シ
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
附
属
セ
シ

メ
タ
ル
物
」
（民
七
八
条

一
項
）
と
を
含
む
広
い
概
念
と
し
て
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
民
法
の
規
定
上
、
こ
れ
ら
三
つ
の
概
念
が
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
民
法
三
七
〇
条
の
沿
革
が
か
か
る
解
釈
の
根
拠
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

民
法
三
七
〇
条
は
、
そ
の
編
纂
を
辿
れ
ば
、
旧
民
法
債
権
担
保
編
の
第
二
〇
〇
条
を
淵
源
と
す
る
。
規
定
は
こ
う
で
あ
る
。

「抵
当
ハ
意
外
及
ヒ
無
償
ノ
原
因
二
由
り
或
ハ
債
務
者
ノ
所
為
及
ヒ
費
用
二
因
リ
テ
不
動
産
二
生
ス
ル
コ
ト
有
ル
可
キ
増
加
又
ハ
改
良
ニ

当
然
及
フ
モ
ノ
ト
ス
但
他
ノ
債
権
者
二
対
シ
テ
詐
害
ナ
キ
ヨ
ト
ヲ
要
シ
且
前
章
二
規
定
シ
タ
ル
如
ク
エ
匠
、
技
師
及
ヒ
エ
事
請
負
人
ノ
先

取
特
権
ヲ
妨
ケ
ス

（以
下
略
ご

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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現
行
三
七
〇
条
の
原
案
二
九
五
条
は
、
右
二
〇
〇
条
の
規
定
に
「文
字
ノ
修
正
ヲ
施
シ
」
、
「簡
単
ニ
シ
テ
仕
舞
ヒ
マ
シ
タ
」
、
と
の
趣
旨

説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「増
加
又
ハ
改
良
」
と
い
う
文
言
は
な
く
な
り
、
し
か
も
、
こ
れ
と

「附
加
シ
テ
之
卜

一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
」

と
い
う
文
言
と
の
間
に
は
何
の
脈
絡
も
な
い
。
し
か
も
、
「設
定
行
為
二
別
段
ノ
定
メ
ア
ル
ト
キ
」
と
い
う
例
外
の
明
文
が
加
え
ら
れ
て
お

り
、
審
議
の
過
程
で

「抵
当
地
ノ
上
二
存
ス
ル
建
物
ヲ
除
ク
外
」
と
い
う
、
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

日
　
「増
加
又
ハ
改
良
」
と
抵
当
権
の
効
カ

１

・
旧
民
法
と
抵
当
権
の
効
カ

旧
民
法
債
権
担
保
編

（以
下
、
債
担
と
省
略
す
る
）
は
、
司
法
省
の
委
託
を
受
け
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
起
草
し
、
明
治
二
〇
年
に
完
成

し
た
も
の
で
・（制
稀
″

ｍ
　
用
方
に
よ
る
不
動
産

抵
当
権
の
目
的
物
は
、
「不
動
産
ノ
完
全
所
有
権
」
で
あ
る

（債
担

一
九
七
条

一
項
）
。
旧
民
法
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
倣
い

（
フ
民

五

一
七
条
）
、
「性
質
二
因
ル
不
動
産
」
の
他
に
、
「用
方
二
因
ル
不
動
産
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
不
動
産
は
、
こ
れ
を

「動
産
」
と
の
区

別
に
お
い
て
、
「遷
移
」
の
可
否
が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
の
で

（財
産
七
条
参
照
）
、
厳
格
に
い
え
ば
、
土
地
の
み
が
不
動
産
と
な
る
。
し

か
し
、
「土
地
又
ハ
建
物
ノ
利
用
、
便
益
若
ク
ハ
装
飾
ノ
為
メ
ニ
永
遠
又
ハ
不
定
ノ
時
間
其
土
地
又
ハ
建
物
二
備
附
ケ
タ
ル
動
産
」

を
、

「用
方
二
因
ル
不
動
産
」
と
し
て
、
不
動
産
扱
い
と
し
て
い
る

（財
産
七
条
、
九
条
Ｘ



「用
方
二
因
ル
不
動
産
」
は
、
土
地
又
は
建
物
に
備
え
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「性
質
二
因
ル
不
動
産
」
の

「従
ナ
リ
」
（財
産

編

一
五
条
二
項
、
参
照
四

一
条
二
項
）
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は

「決
約
者
ノ
意
思
二
付
テ
下
シ
タ
ル

一
ノ
推
測
二
過
ザ
レ
バ
若

シ
反
対
ノ
証
拠
ア
ル
ニ
於
テ
ハ
之
二
抗
拒
ス
ル
ヲ
得
ベ
キ
ナ
リ
ｔ

ま
た
、
抵
当
権
と
の
関
係
で
は
、
「其
附
著
ス
ル
不
動
産
ヨ
リ
分
離
シ

テ
之
ヲ
抵
当
卜
為
ス
コ
ト
ヲ
」
得
な
い

（債
担

一
九
七
条
四
項
）
。

両
不
動
産
の
何
た
る
か
は
、
旧
民
法
で
は
、
具
体
的
か
つ
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「性
質
二
因
ル
不
動
産
」
は
、
「第

一　
耕
作
、

宅
地
其
他
土
地
ノ
部
分
」、
「第
八
　
建
物
及
ヒ
其
外
部
ノ
戸
扉
」
な
ど
で
あ
（型
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「用
方
二
因
ル
不
動
産
」
は
、
「第

一

土
地
ノ
耕
作
、
利
用
又
ハ
肥
料
ノ
為
メ
ニ
備
ヘ
タ
ル
獣
畜
」、
「第
四
　
工
業
場
二
備
ヘ
タ
ル
機
械
及
ヒ
器
具
」、
「第
八
　
園
庭
二
装
置

シ
タ
ル
石
燈
篭
、
水
鉢
及
ヒ
岩
石
」、
「第
九
　
建
物
二
備
ヘ
タ
ル
畳
、
建
具
其
他
ノ
補
足
物

（以
下
略
ご

な
ど
で
あ
る
。

い
ず
れ
の

「不
動
産
」
も
、
そ
の
規
定
は
、
工
業
、
鉱
業
、
農
業
な
ど
の
産
業
や
住
居
を
意
識
し
た
類
別
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
産
業
や
住
居
に
か
か
わ
っ
て
、
土
地

・
建
物
を
中
核
と
し

（性
質
二
因
ル
不
動
産
）、
こ
れ
に
備
え
付
け
ら
れ
た
、
か
な
り
広
範
な

動
産
群

（用
方
二
因
ル
不
動
産
）
が
、
抵
当
権
の
目
的
物
と
な
る
、
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
「旧
民
法
の
ほ
う
が
明
治
民
法
よ
り
も

抵
当
制
度
と
し
て
は
高
い
水
準
に
あ
っ
た
」
と
も
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
「用
方
二
因
ル
不
動
産
」
に
つ
い
て
は
、
法
律
取
調
委
員
会
で
の
審
議
に
お
い
て
、
異
論
が
で
て
い
る
。
と
く
に
、
第

一
、

第
二
そ
し
て
第
八
、
第
九
な
ど
に
関
し
、
家
屋
敷
の
売
買
に
お
い
て
石
燈
篭
や
畳
建
具
が
当
然
に
含
ま
れ
る
と
い
う
の
は
慣
習
に
背
く
、

耕
作
用
に
備
え
た
器
具
と
か
肥
料
の
た
め
に
獣
蓄
を
買
う
な
ど
は
日
本
に
は
な
い
と
か
、
で
あ
る
。
「民
間
二
余
程
混
雑
ヲ
惹
起
ス
」
と
し

て
削
除
案
ま
で
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
異
論
に
対
し
て
、
栗
原
報
告
委
員
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「御
最
モ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ

一
二
三
四
列
記
シ
タ
ハ
日
本
ハ
農
事
ノ
盛
ン
ナ
国
ナ
リ
農
職
業
ヲ
奨
励
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ン
其
時
二
第

一
第
二

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



法
政
研
究
一
巻
二
豊
Ｔ
四
号

（
一
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九
七
年
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八

第
三
列
記
ノ
如
キ
ハ
直
チ
ニ
差
押
ヘ
ル
ト
云
フ
如
キ
モ
成
り
丈
ケ
不
動
産
ノ
手
続
ヲ
尽
シ
テ
押
ヘ
ル
ニ
モ
手
重
モ
ニ
シ
テ
置
ケ
バ
自
カ
ラ

百
姓
ガ
土
地
ヲ
離
レ
ル
事
ガ
少
ナ
イ
ト
云
フ
辺
カ
ラ
起
ツ
テ
居
リ
マ
ス
」。

そ
し
て
、
「八
九
ノ
如
キ
ハ
之
レ
ハ
最
モ
東
京
大
坂
方
リ
ノ
都
府
カ
ラ
云
フ
ト
家
ノ
売
買
ニ
ハ
畳
建
具
造
作
卜
断
ル
ガ
田
舎
ハ
ド
ウ
モ
畳

建
具
ハ
付
カ
ン
慣
習
ガ
多
イ
カ
家
ヲ
売
ル
ト
敷
居
鴨
居
障
子
唐
紙
モ
付
ガ
多
イ
カ
ト
云
フ
事
ヲ
実
地
裁
判
官
二
問
フ
エ
ド
ウ
シ
テ
モ
家
ヲ

売
ル
ニ
ハ
東
京
市
街
ハ
借
家
人
ガ
多
イ
カ
ラ
家
ノ
持
主
卜
造
作
ノ
持
主
ト
ハ
違
フ
一
坪
六
円
力
七
円
デ
住
ム
位
貧
乏
人
造
作
ヲ
持
ツ
テ
来

ル
ト
云
フ
事
ハ
ア
ル
ケ
レ
ド
モ

一
般
日
本
全
国
ヲ
通
覧
ス
ル
ト
畳
建
具
ハ
成
程
動
産
ダ
カ
用
方
二
因
ツ
テ
動
不
動
ヲ
論
ズ
ル
ト
多
ク
ハ
日

本
慣
習
デ
モ
畳
建
具
ハ
建
物
二
備
ツ
タ
物
デ
皆
ナ
家
二
付
ク
ガ
慣
習
デ
多
イ
ト
云
フ
研
究
ガ
ア
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
。

②
　
土
地
と
建
物
の
関
係

他
方
、
い
ず
れ
も

「性
質
二
因
ル
不
動
産
」
で
あ
る
土
地
と
建
物
に
つ
い
て
、
そ
の
関
係
は
規
定
の
上
で
は
明
確
で
は
な
い
。
起
草
者

は
こ
れ
を

一
体
と
し
て
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
法
律
取
調
委
員
会
の
審
議
で
は
、
こ
れ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

抵
当
権
の
目
的
物
に
関
す
る
原
案

一
二
〇
三
条
に
は
第
二
項
に

「建
築
若
シ
ク
ハ
植
付
ナ
ク
シ
テ
土
地
ヲ
抵
当
ト
ナ
シ
又
ハ
土
地
ナ
ク

シ
テ
此
等
ノ
物
ヲ
抵
当
卜
為
ス
事
ヲ
得
ス
」
と
い
う
文
言
が
入
っ
て
い
た
。

「建
物
ノ
ミ
ヲ
抵
当
ニ
ス
ル
事
ハ
ナ
ラ
ン
ト
云
ウ
ノ
カ
」
と
の
質
問
に
対
し
て
、
栗
塚
報
告
委
員
は

「実
際
ヲ
御
覧
ナ
ス
ツ
テ
、
…
…
東

京
ノ
町
中
デ
地
所
モ
自
分
ノ
建
物
モ
自
分
ノ
物
卜
云
フ
人
ハ
家
卜
地
面
ヲ
引
離
シ
テ
抵
当
ニ
ヤ
ル
者
ハ
有
リ
マ
セ
ン
」
と
応
え
た
も
の
の
、

こ
れ
で
は
不
便
で
あ
る
と
の
異
論
が
で
て
、
結
局
、
第
二
条

「又
ハ
建
築
若
ク
ハ
」
云
々
以
下
を
削
除
し
其
他
報
告
委
員
が
修
正
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

再
調
査
委
員
会
に
は
、
第
二
項
に

「又
土
地
及
ヒ
建
物
ヲ
所
有
ス
ル
者
ハ
土
地
ヲ
分
離
シ
テ
建
物
ノ
ミ
ヲ
抵
当
卜
為
シ
又
ハ
建
物
ヲ
分



離
シ
テ
土
地
ノ
ミ
ヲ
抵
当
ト
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
修
正
し
、
提
案
さ
れ
た
。

栗
塚
委
員
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
趣
旨
を
説
明
し
て
い
る
。
「民
法
デ
規
定
シ
テ
ア
ル
抵
当
ハ
第

一
第
一
一第
二
第
四
何
人
デ
モ
債
権
デ
吸
ヒ
取

ラ
ル
ル
以
上
ハ
幾
ラ
デ
モ
出
来
マ
ス
家
卜
地
面
卜

一
ツ
ト
見
テ
第

一
ノ
抵
当
ヲ
取
り
第
ニ
ノ
抵
当
ヲ
取
ッ
テ
不
便
ハ
ナ
イ
家
ガ
五
百
園
地

所
ガ
五
百
園
ノ
ト
キ
第

一
ノ
人
ガ
五
百
園
抵
当
二
取
レ
バ
第
ニ
ノ
抵
当
ハ
五
百
園
二
取
レ
ル
家
ガ
五
百
園
二
地
所
ガ
五
百
園
二
取
レ
ル
カ

ト
云
フ
ト
ソ
レ
ハ
取
レ
ナ
イ
ソ
レ
ヨ
リ
モ
家
卜
地
面
ヲ

一
箇
卜
見
テ
千
園
卜
見
レ
バ
余
程
都
合
ガ
良
ク
ハ
ナ
イ
カ
債
務
者
二
取
ッ
テ
モ
債

権
者
二
取
ッ
テ
モ
同
ジ
ヨ
ト
デ
ア
ル
カ
ラ

一
ツ
モ
不
便
デ
ナ
イ
債
務
者
ガ
家
ヲ
質
二
置
ク
ト
キ
地
面
卜

一
所
デ
ナ
ケ
レ
バ
質
二
取
レ
ン
ト

云
フ
ト
キ
ハ
不
便
ナ
様
デ
御
座
イ
マ
ス
ガ
金
高
ガ
多
ク
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
差
支
ア
リ
マ
セ
ン
」。

し
か
し
、
委
員
た
ち
は
、
分
け
て
質
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
う
が
便
利
で
あ
る
と
納
得
せ
ず
、
右
の
部
分
は
削
除
と
な
っ
だ
。
こ

の
土
地
と
建
物
を
め
ぐ

っ
て
は
、
現
行
民
法
の
審
議
の
さ
い
に
も
ま
た
議
論
と
な
る
。

国
　
増
加
又
は
改
良

抵
当
権
の
目
的
物
に
関
す
る
規
定
の
他
に
、
抵
当
権
設
定
後
に
抵
当
不
動
産
に
生
じ
た
物
理
的
な
変
動
が
抵
当
権
に
与
え
る
影
響
に
関

す
る
規
定
が
債
権
担
保
編
二
〇

一
条
と
二
〇
〇
条
で
あ
る
。

抵
当
財
産
が
滅
失
な
ど
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
あ
る
が
、
「意
外
若
ク
ハ
不
可
抗
ノ
原
因
又
ハ
第
二
者
ノ
所
為
二
出
テ
タ
ル
抵
当
財
産
ノ

滅
失
、
減
少
又
ハ
毀
損
ハ
債
権
者
ノ
損
失
タ
リ
但
先
取
特
権
二
関
シ
第
百
三
十
三
条
二
記
載
シ
タ
ル
如
ク
債
権
者
ノ
賠
償
ヲ
受
ク
可
キ
場

合
二
於
テ
ハ
其
権
利
ヲ
妨
ケ
ス

（以
下
略
ご

（同
二
〇

一
条

一
項
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「抵
当
ハ
意
外
及
ヒ
無
償
ノ
原
因
二
由
リ

或
ハ
債
務
者
ノ
所
為
及
ヒ
費
用
二
因
リ
テ
不
動
産
二
生
ス
ル
コ
ト
有
ル
可
キ
増
加
又
ハ
改
良
二
当
然
二
及
フ
モ
ノ
ト
ス
穴
同
二
〇
〇
条

一

項
本
文
）
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



法
政
研
究
一
巻
二
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丁
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号
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七
年
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一
〇
　
　
・

こ
の

「増
加
又
ハ
改
良
」
が
な
に
を
意
味
す
る
の
か
。
当
時
の
あ
る
注
釈
書
に
よ
社
酔
、
「増
加
又
ハ
改
良
」
は

「不
動
産
二
附
着
シ
タ

ル
不
動
産
卜
見
倣
可
キ
モ
ノ
」
で
あ
り
、
「此
増
加
又
ハ
改
良
ハ
抵
当
ノ
設
定
後
二
生
ス
ル
コ
ト
ア
ル
可
キ
モ
ノ
ヲ
云
フ
抵
当
ノ
設
定
前

ニ
ア
ル
増
加
又
ハ
改
良
二
付
テ
ハ
敢
テ
明
文
ヲ
要
セ
ス
抵
当
権
者
ノ
利
益
タ
ル
コ
ト
勿
論
ナ
リ
」
と
い
う
。

法
律
取
調
委
員
会
で
も
議
論
と
な
っ
て
い
る
。

草
案

一
二
〇
六
条
は
、
「抵
当
ハ
漸
積
地
ノ
如
キ
意
外
及
無
償
ノ
原
由
二
因
り
或
ハ
建
築
、
植
付
又
ハ
其
他
ノ
エ
作
ノ
如
キ
債
務
者
ノ
所

為
及
ヒ
費
用
二
因
り
不
動
産
二
生
ス
ル
事
ア
ル
ヘ
キ
増
加
又
ハ
改
良
二
当
然
及
フ
モ
ノ
ト
ス
但
他
ノ
債
権
者
二
対
シ
テ
詐
欺
ナ
キ
事
ヲ
要

シ
且
前
章
二
規
定
シ
タ
ル
如
キ
エ
匠
及
ヒ
エ
事
請
負
人
ノ
増
価
二
対
ス
ル
先
取
特
権
ヲ
妨
ケ
ス

（以
下
略
ご

と
な
っ
て
い
た
。

ま
ず
、
建
築
さ
れ
た
建
物
に
関
し
、
こ
れ
に
抵
当
が
及
ぶ
こ

，
と
に
は
異
論
が
で
た
。
そ
れ
か
ら
、
「増
加
」
と

「改
良
」
の
相
違
を
め

ぐ

っ
て
議
論
が
錯
綜
し
て
い
る
。
建
築
物
の

「増
加
」
と
し
て
、
栗
塚
報
告
委
員
は
、
質
問
に
答
え
て
、
「障
子
ノ
張
替
、
畳
表
替
」
を
具

体
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
「ソ
レ
ハ
増
加
デ
ハ
ナ
イ
改
良
ノ
方
デ
ス
、
増
加
卜
云
フ
ハ
家
ヲ
建
増
ス
ノ
デ
ス
」
と
反
論
が
で
て

い
る
。
建
増
の
例
と
し
て

「雪
隠
」
や

「座
敷
」
が
あ
が
り
、
起
草
委
員
は

「主
従
ノ
区
別
ガ
ア
ル
、
土
蔵
又
ハ
座
敷
ニ
モ
セ
ヨ
母
屋
ガ

大
キ
ケ
レ
バ
這
入
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
す
る
。
し
か
し
い
「改
良
ハ
宜
シ
イ
ガ
増
加
ハ
往
カ
ン
ト
云
フ
ノ
デ
ス
雪
隠

一
ツ
殖
エ
テ
モ
別
デ

ス
」
と
の
異
論
も
で
て
、
起
草
委
員
は

「実
二
分
カ
ラ
ン
、
座
敷
ヲ

一
ツ
建
増
シ
テ
其
建
増
ガ
公
売
二
這
入
ラ
ヌ
抵
当
ニ
ナ
ラ
ン
ト
シ
テ
、

落
札
ハ
シ
タ
ガ
座
敷
丈
ケ
ハ
別
ト
シ
テ
ハ
、
買
フ
者
ガ
ア
リ
マ
ス
マ
イ
」
と
断
じ
た
も
の
の
、
「ソ
ン
ナ
事
ハ
ナ
イ
」
と
の
反
論
が
な
さ
れ

る
始
末
で
あ
っ
た
。
結
局
、
「之
ハ
報
告
委
員
二
一
ツ
文
章
ヲ
直
シ
テ
貰
イ
マ
シ
ョ
ウ
」
と
い
う
こ
と
に
落
ち
着
い
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
草
案

一
二
〇
六
条
は
、
「抵
当
権
ハ
抵
当
不
動
産
二
付
テ
為
サ
ル
ル
総
テ
ノ
改
良
二
及
ブ
」
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法

二

一
三
二
条
を

「敷
衛
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
右
二

一
三
二
条
は
、
「増
加
二
付
テ
ハ
豪
モ
定
ム
ル
所
ナ
ク
又
改
良
ノ
原
因
ヲ

明
示
セ
ヌ
」
こ
と
か
ら
、
「簡
単
二
過
キ
疑
惑
ヲ
生
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ
っ
た
た
め
、
草
案

一
二
〇
六
条
の
ご
と
き
規
定
と
さ
れ
が
。
こ
の
よ



う
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
倣
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
「増
加
又
ハ
改
良
」
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
け
る
と
同
様
に

「用
方

二
因
ル
不
動
産
」
の
付
加
を
も
含
む
も
の
と
解
す
る
余
地
が
あ
（ダ
。
し
か
し
ヽ
「増
加
又
ハ
改
良
」
の
具
体
例
と
し
て

「建
築
、
植
付
又
ハ

其
他
ノ
エ
作
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
具
体
例
か
ら
は
、
右
の
審
議
の
様
子
を
も
考
慮
す
る
と
、
「増
加
又
ハ
改
良
」
は
抵
当
不
動
産
と

一
体
を
な
す
場
合
に
限
り
、
「用
方
二
因
ル
不
動
産
」
の
付
加
に
は
及
ば
な
い
も
の
と
解
さ
な
型
。

む
し
ろ
、
「増
加
又
ハ
改
良
」
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
他
の
債
権
者
な
ど
と
の
利
益
調
整
を
図
っ
て
い
る
草
案

一
二
〇
六
条
の
但
書
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
「債
務
者
ノ
所
為
及
ヒ
費
用
」
に
よ
る

「建
築
、
植
付
又
ハ
其
ノ
他
ノ
エ
作
」
は
、

「債
務
者
ノ
其
資
産
ヨ
リ
支
出
シ
タ
ル
所
ハ
即
チ
其
債
権
者
ノ

一
般
ノ
抵
保
ヲ
減
シ
其

一
人
ノ
ミ
ヲ
利
益
ス
可
ケ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
い
う
こ
と

で
、
「其
弊
害
ア
ル
可
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
予
防
シ
且
直
チ
ニ
之
ヲ
矯
正
ス
ル
カ
為
ノ
」
の
規
定
だ
か
ら
で
あ
型
。

２
　
旧
登
記
法
と
抵
当
権
の
公
示

債
権
担
保
編
に
は
、
抵
当
権
の
公
示

（二

一
三
条
―
二
四
七
条
）
及
び
抵
当
官
吏
の
責
任

（二
八
九
条
―
二
九

一
条
）
に
関
す
る
規
定

が
置
か
れ
て
い
る
。
二
一
三
条
は
、
「凡
ソ
法
律
上
、
合
意
上
又
ハ
遺
言
上
ノ
抵
当
ハ
下
定
メ
タ
ル
条
件
二
従
ヒ
其
不
動
産
所
在
地
ノ
登
記

所
二
於
テ
登
記
ヲ
為
シ
タ
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
以
テ
第
二
者
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
規
定
す
る
。
登
記
は
対
抗
要
件
で
あ
る
。

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
草
案
を
作
成
し
た
明
治
二
〇
年
に
は
、
旧
登
記
法
が
す
で
に
施
行
さ
れ
て
い
た
。

旧
登
記
法
で
は
、
従
来
の
土
地
取
引
法
制
と
同
じ
〈響
、
土
地
と
建
物
が
別
個
の
不
動
産
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
土
地
登
記
簿
と
建
物

登
記
簿
が
設
け
ら
れ
て
い
る

（同
規
則
二
条

一
項
）
。
し
か
し
、
登
記
は
、
従
前
の
例
と
は
異
な
り
、
「登
記
簿
二
登
記
ヲ
為
サ
ザ
ル
地
所

建
物
船
舶
ノ
売
買
譲
与
質
入
書
入
ハ
第
二
者
二
対
シ
法
律
上
其
効
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
（同
法
六
条
）
と
し
て
、
対
抗
要
件
と
す
る
。

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
一
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抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
の
公
示
に
か
か
わ
る
の
が
、
建
物
登
記
簿
に
お
け
る
表
題
部
に
登
記
す
べ
き
項
目
で
あ
る
。
建
物
に
つ
い

て
は
、
「郡
区
町
村
名
、
字
、
番
地
、
地
日
、
構
造
ノ
種
類
、
建
坪
」
と
な
ら
ん
で

「造
作
ノ
有
無
」
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（旧

登
七
条
第
二
、
取
扱
規
則
三
条
）
。
し
た
が

っ
て
、
「造
作
」
に
つ
い
て
登
記
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
に
建
物
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ

こ
と
に
つ
い
て
対
抗
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
土
地
に
つ
い
て
登
記
す
べ
き
項
目
は
、
「郡
区
町
村
名
、
字
、
番
地
、
地
日
、
反
別
若
ク
ハ
坪
数
、
地
券
面
ノ
価
格
」

で
あ
る

（旧
登
七
条
第

一
）
。
た
だ
、
当
時
の
解
説
書
に
は
、
売
買
の
場
合
で
あ
る
が
、
土
地
に
附
属
す
る
樹
木
庭
石
石
灯
籠

等
を
物
件

欄
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
除
外
し
て
売
却
す
る
場
合
、
物
件
欄
内
に
相
当
の
詰
載
を
な
す
べ
き
と
の
記
述
が
み
ら
な
が
。
そ

こ
で
、
抵
当
権
設
定
の
場
合
も
、
同
様
に
解
さ
れ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

日
　
「附
加
物
」
と
抵
当
権
の
効
力

旧
民
法
は
、
明
治
二
六
年

一
月

一
日
を
期
し
て
実
施
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
が

「民
法
典
論
争
」
の
結
果
、
延

期
に
至
っ
た
。
明
治
二
六
年
二
月
の
勅
令

一
一
号
に
よ
り
法
典
調
査
会
が
設
置
さ
れ
、
穂
積
陳
重
、
梅
謙
次
郎
、
富
井
政
章
の
二
人
が
起

草
委
員
と
し
て
起
草
に
あ
た
っ
た
。

１
　
定
著
物

・
従
物

抵
当
権
の
目
的

・
客
体
で
あ
る
不
動
産
は
、
そ
の
定
義
に
つ
い
て
旧
民
法
の
修
正
が
著
し
Ｎ
。
不
動
産
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が



「土
地
、
建
物
及
び
其
定
著
物
」
と
さ
れ

（原
案
八
七
条
）
、
非
常
に
簡
潔
に
な
っ
た
。

そ
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
（機
、
「既
成
法
典
ハ
例
示
的
列
挙
法
ヲ
採
」
る
が
、
「是
レ
必
要
ナ
キ
ニ
法
文
ヲ
煩
雑
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ス
例
示
二
過
キ
サ
ル
ト
ハ
言
へ
或
ハ
其
列
挙
シ
タ
ル
数
二
漏
レ
タ
ル
カ
為
メ
後
日
至
り
不
動
産
タ
ル
ヘ
キ
物
ヲ
動
産
卜
認
定
ス
ル
ノ
恐
ナ

キ
コ
ト
保
セ
ス
…
…
専
ラ
動
産
、
不
動
産
ヲ
識
別
ス
ル
ノ
標
準
ヲ
示
ス
ニ
止
ム
ル
コ
ト
ヲ
至
当
ト
セ
リ
」
と
す
る
。
そ
こ
で
、
「建
物
ハ
土

地
二
定
著
シ
之
卜

一
体
ヲ
成
ス
物
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
不
動
産
ト
セ
リ
其
他
土
地
又
ハ
建
物
二
定
著
セ
ル
附
属
物
ハ
常
二
土
地
又
ハ
建
物
ト

運
命
ヲ
共
ニ
ス
ヘ
キ
ヲ
以
之
ヲ
不
動
産
ト
セ
リ
而
シ
テ
他
二
不
動
産
ト
ス
ヘ
キ
物
ア
ル
ヲ
見
ス
」
と
い
う
こ
と
で
ぁ
る
。
他
方
、
用
方
に

因
る
不
動
産
は
、
「本
邦
ノ
慣
習
二
反
シ
」
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
認
め
ず
、
「本
案
二
於
テ
ハ
物
ノ
主
従
ノ
関
係
ヲ
明
定
ス
ル
ヲ

以
テ
足
レ
リ
」
と
す
る
。

そ
れ
で
は
、
「定
著
物
」
は
土
地
と

「
一
体
ヲ
成
ス
物
」
と
し
て
別
個
の
権
利
の
対
象
と
な
り
え
な
い
の
か
、
と
い
う
と
そ
う
で
は
な

い
。
「土
地
二
付
イ
テ
ア
ル
物
、
建
物
ナ
レ
ハ
建
物
、
洋
燈
、
機
械
ノ
如
キ
物
、
ソ
ン
ナ
物
ハ
別
二
見
ル
カ
土
地
ノ

一
部
分
卜
見
ル
カ
、
定

著
物
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
く
っ
付
イ
テ
居
ル
物
卜
土
台
ノ
物
卜
ニ
ツ
ア
ル
カ
、
夫
レ
ヲ

一
ツ
ノ
物
卜
見
ル
カ
、
又
ハ
ニ
ツ
ノ
物
卜
見
ル
カ
、
双

方
共
定
著
物
卜
見
ル
ト
云
フ
」
の
か
、
と
の
質
問
に
、
富
井
政
章
起
草
委
員
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
応
え
て
い
る
。

「夫
レ
ハ

一
ツ
ニ
定
着
ノ
度
ニ
モ
依
ル
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ウ
ケ
レ
ド
モ
、
一
般
二
言
ヘ
バ
土
地
建
物
ノ

一
部
分
ヲ
指
ス
物
ヲ
此
処
二
挙

ゲ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
夫
レ
デ
此
理
由
書
ニ
モ
ア
ル
通
り
用
方
二
因
ル
不
動
産
ヲ
認
メ
ナ
イ
、
寧
口
性
質
上
ノ
不
動
産
ヲ
挙
ゲ
タ
ノ
デ
ア

リ
マ
ス
」
と
。

さ
ら
に
、
梅
起
草
委
員
に
よ
な
副
、
「今
法
律
上
別
ノ
物
二
視
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
、
即
チ
土
地
ノ
ミ
ト
カ
、
或
ハ
立
木
丈
ケ
ヲ
売
ル
ト

カ
、
又
ハ
土
地
卜
木
卜
離
シ
テ
売
買
ス
ル
コ
ト
モ
無
論
デ
キ
ル
、
又
土
地
卜
立
木
卜
離
シ
テ
買
イ
受
ケ
ル
コ
ト
モ
出
来
ル
、
夫
レ
デ
土
地

ヲ
売
ル
ト
イ
ウ
コ
ト
デ
ア
レ
バ
、
全
ク
其
土
地
許
リ
デ
ア
ツ
テ
樹
木
ハ
離
シ
テ
売
ル
ト
云
フ
コ
ト
モ
ア
リ
得
ル
ノ
デ
ア
ル
、
夫
レ
デ
ス
功

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示

一
一一一
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ラ
夫
レ
ハ
無
論
此
規
定
ガ
ア
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ズ
如
何
様
ニ
モ
ナ
リ
得
ル
プ
デ
ア
ル
、
唯
土
地
ノ

一
部
分
ヲ
成
シ
テ
居
ル
ノ
ハ
不
動
産
デ

ア
ッ
テ
夫
レ
ヲ
矢
張
り
別
二
不
動
産
卜
視
ル
、
併
ナ
ガ
ラ
解
釈
上
二
於
テ
ハ
夫
レ
ヲ
従
タ
ル
物
卜
視
ル
コ
ト
ガ
多
ク
ア
ル
、
ソ
レ
ハ
次
ノ

八
十
八
条
ノ
規
定
二
依
テ
出
テ
来
ル
」
。

そ
こ
で
、
従
物
に
関
す
る
原
案
第
八
八
条
は
、
〓

物
ノ
常
用
二
供
ス
ル
為
メ
其
所
有
権
力
自
己
ノ
所
有
二
属
ス
ル
他
ノ

一
物
ヲ
以
テ
附

属
セ
シ
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
附
属
セ
シ
メ
タ
ル
物
ヲ
以
テ
従
タ
ル
物
ト
ス

従
タ
ル
物
ハ
主
タ
ル
物
ノ
処
分
二
随
フ
但
反
対
ノ
意
思
ア
ル
ト
キ
ハ
此
限
二
在
ラ
ス
」
と
規
定
す
る
。

右
規
為
ば
、
「既
成
法
典
財
産
編
第
十
五
条
一
修
正
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
用
方
二
因
ル
不
動
産
ト
シ
テ
同
編
第
九
条
二
列
挙
セ
ル

物
ヲ
以
テ
必
ス
シ
モ
従
タ
ル
物
卜
断
定
セ
サ
ル

一
点
ハ
最
ノ
原
文
卜
異
ナ
ル
ト
コ
ロ
」
で
あ
る
。
ま
た
、
一
一項
は
、
「財
産
編
四
十

一
条
第

二
項
二
字
句
ノ
修
正
ヲ
加
ヘ
タ
ル
ニ
過
キ
ス
」
、
主
従
の

「区
別
ノ
実
用
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
Ъ

そ
し
て
、
「処
分
二
随
フ
」
と
い
う
の
は
、
質
問
に
対
し
て
、
梅
は
、
「所
有
権
ヲ
与
ヘ
ル
ヨ
リ
モ
広
イ
積
リ
デ
凡
ソ
権
利
ヲ
与
ヘ
ル
ノ

モ
処
分
デ
ア
ル
、
…
抵
当
ノ
如
キ
モ
矢
張
り
処
分
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
一
般
ノ
学
説
デ
極
マ
ツ
テ
居
ル
ヨ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
応
え
て

い
る
。２

　
附
加
物

「既
成
法
典
担
保
編
ノ
第
二
百
条
二
文
字
ノ
修
正
ヲ
施
シ
タ
」
原
案
三
六
五
条

（現
行
三
七
〇
条
）
は
、
こ
う
で
あ
っ
た
。

「抵
当
権
ハ
其
目
的
タ
ル
不
動
産
二
附
加
シ
テ
之
卜

一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
二
及
フ
但
設
定
行
為
二
別
段
ノ
定
メ
ア
ル
ト
キ
及
ヒ
第
四
百
十

九
条
ノ
規
定
二
依
り
債
権
者
力
債
務
者
ノ
行
為
ヲ
取
消
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
場
合
ハ
此
限
二
在
ラ
ス
」



債
権
担
保
編
二
〇
〇
条
に
対
し
て
、
五
点
に
つ
い
て
修
正
が
な
さ
れ
た
と
い
う
が
、
つ
ぎ
の
二
点
を
み
て
お
き
た
い
。

第

一
型
、
原
文
が
改
め
ら
れ
、
「不
動
産
二
附
加
シ
テ
之
卜

一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
二
及
フ
」
と
な
っ
た
修
正
で
あ
る
。
第
二
〇
〇
条
第

一

項
に
あ
る

「意
外
及
ヒ
無
償
ノ
原
因
二
因
り
或
ハ
債
務
者
ノ
所
為
及
ヒ
費
用
二
因
リ
テ
〓
バ
々
は
、
「是
ハ
其
通
リ
ニ
ハ
相
違
ア
リ
マ
セ
ヌ

ケ
レ
ド
モ
別
段
区
別
ヲ
シ
ナ
ケ
レ
バ
自
ラ
総
テ
ノ
場
合
ヲ
包
含
ス
ル
ノ
デ
ア
ッ
テ
熊
々
総
テ
ノ
場
合
ヲ
此
処
へ
列
挙
シ
ナ
ク
テ
モ
宜
シ
イ

ト
考
へ
」、
右
の
よ
う
に

「簡
単
ニ
シ
テ
仕
舞
ヒ
マ
シ
タ
」。
こ
れ
が
修
正
理
由
で
あ
る
。

「文
字
ノ
修
正
」
と
か
、
「簡
単
」
に
し
た
、
と
い
う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
「不
動
産
二
附
加
シ
テ
之
卜

一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
」
と
は
、
「不

動
産
二
生
ス
ル
コ
ト
有
ル
可
キ
増
加
又
ハ
改
良
」
と
同
じ
意
味
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

原
案
三
六
五
条
の
審
議
で
は
、
「附
加
シ
テ
之
卜

一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
」
に
関
し
、
も
っ
ぱ
ら
抵
当
地
上
の

「家
屋
」
を
め
ぐ

っ
て
、
こ

れ
が
抵
当
地
に

「
一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
」
と
な
る
の
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
。　
一
体
を
な
す
の
が
原
則
と
す
る
梅
起
草
委
員
と
日
本

の
慣
習
で
は
そ
う
で
は
な
い
と
し
て
異
論
を
表
明
す
る
委
員
の
大
勢
が
対
立
し
た
。
し
か
し
、
梅
起
草
委
員
は
、
最
後
に
は
、
「私
ノ
説
明

ヲ
シ
タ
ノ
ハ
土
地
ノ
上
二
家
ヲ
建
テ
ル
ト
キ
ハ
矢
張
り
土
地
二
附
加
シ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
解
釈
ヲ
シ
マ
シ
タ
ガ
、
ケ
レ
ド
モ
文
字
ハ
兎
モ

角
先
刻
カ
ラ
之
ハ
事
柄
ガ
大
変
不
都
合
デ
ア
ル
ト
云
フ
御
説
ガ
出
マ
シ
タ
若
シ
ヤ
私
ノ
考
ヘ
ガ
不
都
合
デ
ア
リ
マ
ス
レ
バ
御
多
数
デ
御
極

メ
下
サ
レ
バ
夫
レ
ニ
従
ヒ
マ
ス
」
と
折
れ
て
い
る
。

採
決
に
よ
り
修
正
を
求
め
ら
れ
た
梅
起
草
委
員
は
、
原
案
三
六
五
条
に

「抵
当
地
ノ
上
二
存
ス
ル
家
屋
ヲ
除
ク
外
」
と
の
文
言
を
挿
入

し
た
修
正
案
を
提
出
し
た
。
梅
起
草
委
員
に
よ
れ
ば
、
「抵
当
地
ノ
上
二
存
ス
ル
家
屋
」
と
は
、
土
地
の
抵
当
権
設
定
前
か
ら
建
っ
て
い
る

も
の
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
に
建
っ
た
も
の
も
含
む
も
の
と
た
製
。
さ
ら
に
、
「家
屋
」
が

「建
物
」
と
修
正
さ
れ
だ
。

「家
屋
」
の
ほ
か
に
、
「不
動
産
二
附
加
シ
テ
之
卜

一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
」
に
係
わ
っ
て
言
及
さ
れ
た
の
は
建
物
の
雑
作
、
建
増
そ
し
て

修
繕
な
ど
で
あ
る
。

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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一
エハ

つ
ぎ
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
「抵
当
権
ノ
ロ
的
物
卜
為
ッ
テ
居
ル
物
卜

一
体
ヲ
成
シ
テ
居
ル
物
ナ
ラ
バ
夫
レ
ハ
附
属
物
デ
抵

当
権
ノ
ロ
的
物
ノ

一
部
分
デ
ア
ル
夫
レ
ニ
抵
当
権
ガ
及
ブ
ト
云
フ
ヨ
リ
ハ
抵
当
権
ノ
ロ
的
物
ノ

一
部
デ
ア
ル
」
。
「目
的
物
ハ
其
登
記
二
示

シ
テ
ア
ル
其
目
的
物
ノ

一
部
分
デ
ア
ル
物
ナ
ラ
バ
云
フ
ヲ
倹
タ
ヌ
其
外
二
及
フ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ス
ル
必
要
ハ
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
」
。
こ

れ
に
対
し
て
梅
起
草
委
員
は
、
答
え
て
、
「初
二
土
地
ノ
上
二
在
ツ
タ
物
二
付
テ
ハ
或
イ
ハ
一
二
契
約
ノ
解
釈
二
任
カ
シ
テ
置
テ
モ
宜
シ
イ

ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
…
…
ケ
レ
ド
モ
後
カ
ラ
建
テ
タ
物
二
付
テ
ハ
必
ズ
疑
ヒ
ガ
起
ル
…
…
其
外
雑
作
ヲ
加
ヘ
タ
リ
或
ハ
唯
家
ヲ
広
メ
ル

一
所
ロ

ノ
壁
ヲ
壊
ハ
シ
テ
其
処
二
一
卜
間
喰
附
ケ
タ
ト
カ
ニ
ニ
間
喰
附
ケ
タ
ト
カ
然
フ
云
フ
場
合
ハ
ド
ウ
ナ
リ
マ
セ
ウ
カ
明
文
ガ
ナ
イ
ト
云
フ
ト

夫
レ
ニ
ハ
及
バ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
為
ル
…
…

一
般
ノ
規
定
ト
シ
テ
ハ
是
レ
ガ
必
要
デ
ア
リ
マ
ス
」
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「附
加
物
」
と
は

「附
合
物
」
と
同
じ
意
味
と
扱
わ
れ
、
し
か
も
、
こ
の
規
定
は
、
抵
当
権
設
定
後
に

「附
加
シ
テ

一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
」
場
合
に
お
け
る
抵
当
権
の
効
力
に
関
す
る
規
定
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
力、
（型
。

第
二
は
、
「設
定
行
為
二
別
段
ノ
定
メ
ア
ル
ト
キ
」
と
い
う
例
外
の
明
文
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は

「無
論
随
意
的
ノ

規
定
デ
ア
ツ
テ
命
令
的
ノ
規
定
デ
ア
リ
マ
セ
ヌ
既
成
法
典
デ
モ
然
ウ
云
フ
意
味
デ
ア
ツ
タ
ロ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
明
言
シ
テ
置
カ
ヌ

ト
或
ハ
疑
ヒ
ガ
起
ラ
ヌ
ト
モ
云
ヘ
マ
セ
ヌ
恰
度
添
附
ノ
場
合
ノ
如
キ
モ
あ
れ
ハ
契
約
ト
シ
テ
勝
手
二
出
来
ヌ
モ
ノ
デ
公
益
上
カ
ラ
出
来
テ

居
リ
マ
ス
恰
度
添
附
ノ
規
定
卜
此
規
定
ハ
能
ク
似
テ
居
リ
マ
ス
夫
故
二
明
文
ガ
ナ
カ
ッ
タ
ナ
ラ
バ
疑
ヒ
ガ
起
コ
ロ
ウ
ト
思
ツ
テ
掲
ゲ
テ
置

キ
マ
シ
タ
」
。
こ
れ
が
趣
旨
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
規
定
は
、
建
物
が
土
地
と
は
別
個
の
不
動
産
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
有
用
性
が
減
退
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
も
、
土
地
を
担
保
に
供
す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
ら
植
林
し
、
ま
た
は
植
林
の
た
め
に
第
二
者
に
賃
貸
す
る
こ
と
を
予
見
す
る
場
合

な
ど
に
用
い
る
こ
と
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。



〓
一　

工
場
抵
当
権

の
効
力
規
定
と
公
示

日

　
工
場
抵
当
法
の
制
定
過
程

１

「従
物
」
と
抵
当
権
の
効
カ

明
治
三

一
年
七
月

一
六
日
か
ら
民
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
明
治
三
〇
年
代
の
中
頃
、
抵
当
建
物
の
造
作
、
畳
建
具
な
ど
に
関
し
て
、
こ

れ
が
抵
当
権
設
定
当
時
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
た
場
合
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
下
級
審
で
見
解
が
分
か
れ
、
「法

曹
界
に
於
け
る

一
大
問
題
」
と
な
っ
て
い
た
。

造
作
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
不
動
産
で
あ
る
建
物
に
附
加
し
て

一
体
を
な
し
た
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
さ
れ
、

こ
れ
に
異
論
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
畳
建
具
な
ど
は
、
動
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
法
三
六
九
条
を
根
拠
に
抵
当
権
の
目
的
た
り
え
な

い
と
す
る
裁
判
例
と
建
物
と
主
従
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
民
法
八
七
条
二
項
を
根
拠
に
抵
当
権
の
目
的
た
る
と
す
る
裁
判
例
ど
が
対
立
し

て
い
た
。

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
抵
当
権
の
効
力
と
公
示
に
関
し
て
、
次
の
二
つ
の
大
審
院
判
決
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
ず
、
明
治
三
二
年
九
月

一
一
日
の
大
審
院
判
決

（民
録
八
巻

一
頁
）
で
あ
る
。
事
案
は
、
抵
当
権
の
設
定
さ
れ
て
い
る
桑
皮
綿
製
造

工
場
で
あ
る
土
地

・
建
物
内
に
存
す
る
蒸
汽
罐

・
エ
ン
ジ
ン

・
水
洗
器
械

・
革
車
な
ど
に
対
し
て
、
抵
当
債
務
者
の
他
の
債
権
者
が
右
器

械
類
に
対
し
て
動
産
執
行
を
行
い
、
自
ら
競
落
し
た
こ
と
か
ら
、
抵
当
権
者
が
動
産
執
行
を
し
た
執
達
吏
に
対
し
て
違
法
執
行
を
理
由
に

損
害
賠
償
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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八

原
判
決

（大
阪
控
訴
院
）
は
、
係
争
物
件
は
性
質
上
不
動
産
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
そ
の
抵
当
権
の
登
記
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
抵
当
権
の
効
力
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
。

し
か
し
、
大
審
院
は
、
破
棄
差
戻
を
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「本
訴
器
械
類
ハ
其
附
着
シ
タ
ル
建
物
及
ヒ
地
所
卜
共
二
抵
当

権
ノ
ロ
的
ニ
シ
テ
不
動
産
ナ
リ
シ
ヨ
ト
ヲ
上
告
人
力
主
張
シ
タ
ル
コ
ト
ハ
訴
訟
記
録
二
徴
シ
明
確
ノ
事
項
ナ
リ
‥
‥
若
シ
本
訴
二
器
械
類

ヲ
シ
テ
果
シ
テ
抵
当
権
ノ
ロ
的
タ
ル
地
所
若
シ
ク
ハ
建
物
二
附
加
シ
テ
之
卜

一
体
ヲ
為
シ
即
不
動
産
ト
ロ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ラ
シ
メ
ハ
、
仮

令
特
二
之
ヲ
登
記
ス
ル
コ
ト
無
シ
ト
雖
モ
、
尚
抵
当
権
ノ
及
フ
ヘ
キ
モ
ト
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
然
レ
ハ
即
チ
上
告
人
請
求
ノ
当
否
ヲ
判
断
セ

ン
ト
欲
セ
ハ
宜
シ
ク
先
ツ
其
器
械
類
ハ
抵
当
権
ノ
ロ
的
タ
ル
地
所
若
シ
ク
ハ
建
物
二
附
加
シ
テ

一
体
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
判

断
セ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
原
院
ノ
処
置
此
二
出
テ
ス
」
と
い
う
に
あ
っ
た
。

「附
加
物
」
は
こ
れ
が
附
合
物
と
同
義
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
登
記
を
必
要
と
し
な

い
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

問
題
は
、
抵
当
不
動
産
と
は
独
立
の
動
産
た
る

「従
物
」
で
あ
る
。

明
治
二
九
年
五
月
二
三
日
の
大
審
院
判
決

（民
録

一
二
輯
八
八
〇
頁
）
は
、
事
実
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
鉱
山
の

「器
械
場
」
に
設

定
さ
れ
た
抵
当
権
の
効
力
が
従
物
で
あ
る
器
械
場
所
属
の

「鉱
山
ノ
排
水
用
若
ク
ハ
採
収
鉱
物
精
製
ノ
為
メ
必
要
欠
ク
可
ラ
サ
ル
器
具
」

に
及
ぶ
と
し
た
原
判
決

（広
島
控
訴
院
）
を
破
棄
し
、
民
法
三
六
九
条
の
規
定
及
び
同
三
七
〇
条
の
法
意
を
根
拠
に
、
「動
産
力
抵
当
権
ノ

目
的
物
卜
成
り
得
ル
ハ
抵
当
権
ノ
ロ
的
物
タ
ル
不
動
産
二
附
加
シ
テ
之
卜

一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
場
合
二
限
ル
」
と
判
示
し
た
。
「抵
当
権
ハ
其

設
定
者
二
於
イ
テ
物
ノ
占
有
ヲ
債
権
者
二
移
サ
ス
シ
テ
単
二
之
ヲ
債
務
ノ
担
保
二
供
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
動
産
ハ
其
性
質
ト
シ
テ
唯
夕
類
似

品
多
ク
甲
ヲ
以
テ
乙
二
代
へ
得
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
此
ヨ
リ
彼
二
転
シ
容
易
二
其
所
在
ヲ
失
シ
債
権
弁
済
ノ
担
保
ト
ス
ル
ロ
的
ヲ
達
シ
難
ク
当

事
者
間
常
二
紛
議
ヲ
生
シ
為
メ
ニ
訴
訟
ヲ
惹
起
シ
公
私
共
二
其
弊
ヲ
受
ク
ル
ニ
至
ル
」
の
で
あ
り
、
「独
立
ノ
動
産
タ
ル
ト
不
動
産
ノ
従
物



タ
ル
ト
ヲ
問
ハ
ス
之
ヲ
以
テ
抵
当
権
ノ
ロ
的
物
卜
成
ス
コ
ト
ヲ
許
ス
ニ
於
テ
ハ
共
二
前
顕
ノ
弊
害
二
陥
ル
ハ
ニ
者
同

一
二
シ
テ
豪
モ
択
フ

所
ナ
キ
ヲ
以
テ
独
り
前
者
ヲ
禁
シ
テ
後
者
ヲ
許
ス
ノ
理
ア
ル
ヲ
視
ス
」
と
い
う
に
あ
っ
た
。

右
大
審
院
判
決
は
、
工
場
備
付
の
機
械

・
器
具
の
担
保
化
と
い
う
経
済
的
要
請
に
は
考
慮
を
払
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
が
、
従
物
に
抵

当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
の
公
示
の
欠
落
を
、
言
い
換
え
れ
ば
そ
の
必
要
性
を
論
拠
と
し
て
い
が
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
右
大
審
院
判
決
は
、
「民
法
第
二
編
第
十
章
第
二
百
六
十
九
条
抵
当
権
二
関
ス
ル
規
定
ハ
同
第

一
編
総
則
第
八
十
七

条
末
項
ノ
原
則
二
対
ス
ル
例
外
」
と
位
置
づ
け
て
い
型
。
し
か
し
ヽ
当
時
の
通
説
は
、
民
法
八
七
条
二
項
を
当
事
者
意
思
の
推
定
規
定
と

し
、
「処
分
」
に
は
抵
当
権
設
定
を
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
抵
当
権
設
定
時
に
存
在
し
て
い
た
従
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
、
と
解
し

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
抵
当
権
の
設
定
時
に
存
在
し
て
い
な
い
従
物
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
の
意
思
が
当
事

者
に
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
設
定
後
の
従
物
に
は
抵
当
権
の
効
力
は
及
ば
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

２
　
工
場
抵
当
法
の
制
定

こ
う
し
た
抵
当
不
動
産
の
従
物
、
と
く
に
工
場
備
付
の
機
械

・
器
具
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
か
ど
う
か
に
関
し
、
判
例

・
学
説
が
対

立
す
る
な
か
で
、
工
場
備
付
の
機
械

・
器
具
の
担
保
化
を
図
っ
た
の
が
明
治
三
八
年
に
成
立

ｏ
施
行
さ
れ
た
工
場
抵
当
法
で
あ
る
。

政
府
委
員
の
河
村
譲
二
郎
司
法
省
民
刑
事
局
長
は
、
工
場
抵
当
法
の
目
的
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「全
国
二
於
キ
マ
シ
テ
エ
場
ノ
数
ハ
七
八
千
モ
ア
リ
ア
マ
シ
テ
、
工
場
ヲ
担
保
ニ
シ
マ
シ
テ
資
金
ヲ
調
達
セ
ム
ト
ス
ル
場
合
モ
少
カ
ラ
ヌ

ゴ
ザ
イ
マ
ス
。
…
…
工
場
ナ
ド
ノ
土
地
建
物
ハ
格
別
ノ
値
ヲ
有
シ
マ
セ
ヌ
、
比
較
的
二
大
ナ
ル
値
ノ
ア
リ
マ
ス
ノ
ハ
機
械
器
具
ノ
類
デ
ア

リ
マ
ス
、
然
ル
ニ
機
械
器
具
ガ
抵
当
権
ノ
ロ
的
ト
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ニ
就
キ
マ
シ
テ
ハ
疑
イ
ガ
ア
リ
マ
ス
、
故
二
実
際
、
機
械
器
具
ヲ
抵
当
物

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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ノ
価
格
二
見
積
ツ
テ
相
当
ノ
資
金
ヲ
調
達
ス
ル
者
ガ
無
イ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
・‥
其
不
便
ヲ
除
イ
テ
円
満
ナ
ル
金
融
ノ
途
ヲ
開

カ
ム
ト
ス
ル
ノ
ガ
即
チ
本
案
ノ
大
体
ノ
ロ
的
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
。

そ
し
て
、
そ
の
目
的
を
達
す
る
方
法
と
し
て
、
河
村
に
よ
れ
ば
、
配
日
通
ノ
僅
カ
ノ
土
地
建
物
二
機
械
器
具
ヲ
備
付
ケ
テ
オ
リ
マ
ス
小
工

場
」
に
は
工
場
抵
当
権
が
、
「造
船
所
、
製
鉄
所
卜
云
フ
如
キ
大
工
場
」
に
は
工
場
財
団
抵
当
権
が
用
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
民
法
上
の
抵

当
権
と
の
関
係
で
は
、
「土
地
建
物
ノ
上
二
設
定
シ
マ
シ
タ
抵
当
権
ノ
効
カ
ガ
機
械
器
具
二
及
フ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
明
二
致
シ
」
た
工
場
抵
当

権
が
、
検
討
対
象
と
さ
れ
よ
う
。

国
　
「工
場
供
用
物
」
と
工
場
抵
当
権
の
効
カ

エ
場
抵
当
権
は
、
民
法
上
の
抵
当
権
の
及
ぶ
効
力
の
範
囲
を
拡
張
し
、
土
地

・
建
物
に

「附
加
シ
テ
之
卜

一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
」
（附
加

物
）
に
加
え
て
、
「備
附
ケ
タ
ル
機
械
、
器
具
其
ノ
他
工
場
ノ
用
二
供
ス
ル
物
」
（工
場
供
用
物
）
に
ま
で
及
ぶ
も
の
と
さ
れ
た

（工
抵
二

条

一
項
本
文
）
。

こ
の
よ
う
抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
が
拡
張
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
河
村
は
、
民
法
上
の
抵
当
権
を
め
ぐ
る
議
論
状
況
と
の
関
連

を
踏
ま
え
つ
つ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「機
械
器
具
ノ
中
ニ
ハ
せ
め
ん
と
煉
瓦
等
ヲ
以
チ
マ
シ
テ
土
地
建
物
ニ
シ
カ
ト
取
付
ケ
タ
モ
ノ
ガ
ア
リ
ア
マ
ス
、
是
等
ハ
所
謂
定
著
物
デ

ア
リ
マ
ス
カ
ラ
抵
当
権
ノ
ロ
的
ト
ナ
リ
マ
ス
コ
ト
ハ
民
法
三
百
七
十
条
ノ
規
定
二
依
ッ
テ
自
ラ
明
瞭
デ
ア
リ
マ
ス
ル
シ
、
大
審
院
ノ
判
決

二
於
イ
テ
モ
認
メ
テ
居
ル
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
此
他
ノ
多
ク
ノ
機
械
器
具
ハ
定
著
物
ト
ハ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ
デ
、
唯
土
地
建
物
二
備
付

ケ
テ
ア
ル
ニ
過
キ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
斯
ウ
云
フ
機
械
器
具
モ
抵
当
権
ノ
ロ
的
ト
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
不
明
二
属
シ
テ
居
リ
マ



シ
テ
、
裁
判
所
ノ
裁
判
モ
区
々
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ル
、
民
法
ノ
第
八
十
七
条
第
二
項
二

『従
物
ハ
主
物
ノ
処
分
二
随
フ
』
卜
云
フ
規
定

ガ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ
ラ
、
備
付
ケ
ノ
機
械
器
具
ノ
抵
当
権
ノ
ロ
的
ト
ナ
ル
ト
云
フ
解
釈
モ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ル
、
併
シ
他
ノ

一
方
二
於
キ
マ
シ
テ

此
第
八
十
七
条
第
二
項
ハ
特
別
規
定
ノ
無
イ
場
合
二
応
用
ス
ベ
キ

一
般
ノ
解
釈
法
デ
ア
ル
、
然
ル
ニ
抵
当
権
ノ
効
カ
ニ
就
イ
テ
ハ
特
別
規

定
ガ
有
ッ
テ
其
特
別
規
定
ハ
定
著
物
二
限
ラ
レ
テ
居
ル
ト
云
フ
ガ
如
キ
理
由
ヲ
以
テ
之
二
反
対
ス
ル
者
ア
ル
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
斯
ノ
如

ク
疑
問
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ル
シ
、
仮
二
第
八
十
七
条
第
二
項
ヲ
抵
当
ノ
場
合
二
適
用
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
ト
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
其
規
定

ダ
ケ
デ
ハ
未
ダ
足
ラ
ヌ
所
ガ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
免
レ
マ
セ
ヌ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
ソ
レ
故
二
本
案
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
備
付
ケ
ノ
機
械
器
具
モ

亦
抵
当
ノ
ロ
的
ト
ナ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
明
二
致
シ
」
た
、
と
。

も
っ
と
も
、
工
場
抵
当
権
の
効
力
は
、
「設
定
行
為
二
別
段
ノ
定
ア
ル
ト
キ
」
及
び

「民
法
第
四
百
二
十
四
ノ
規
定
二
依
り
債
権
者
力
債

務
者
ノ
行
為
ヲ
取
消
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
場
合
」
に
は
、
附
加
物
及
び
工
場
供
用
物
に
は
及
ば
な
い

（工
抵
二
条

一
項
但
書
）
。
こ
の
点
、
民
法

上
の
抵
当
権
と
変
わ
り
は
な
い
。
と
く
に
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
「機
械
器
具
ノ
全
体
ヲ
抵
当
ト
ナ
サ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
モ
出
来
マ
ス
シ
、
又

重
モ
ナ
ル
機
械
、
大
ナ
ル
機
械
ダ
ケ
ハ
抵
当
ニ
ス
ル
ケ
レ
ド
モ
瑣
細
ナ
ル
器
具
ノ
類
ハ
抵
当
ニ
ハ
セ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
モ
出
来
ル
趣
意
デ
ア

リ
マ
ス
、
是
ハ
実
際
二
頗
ル
関
係
ノ
在
ル
コ
ト
ト
、
思
ヒ
マ
ス
カ
ラ
特
二
明
言
イ
タ
シ
テ
置
キ
マ
ス
」、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
工
場
抵
当
の

効
力
の
及
ぶ
範
囲
は
、
法
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
設
定
当
事
者
間
で
特
約
に
よ
り
自
由
に
決
め
、
抵
当
権
設
定
者
に
と
っ
て
は
余
剰

担
保
価
値
の
温
存
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
抵
当
目
的
物
を
拡
張
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
の

言
体
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
お
い
て
い
る
。

第

一
は
、
附
加
物
や
工
場
供
用
物
が
工
場
に
属
す
る
土
地

・
建
物
か
ら
分
離
さ
れ
、
備
え
付
け
を
止
め
て

「第
三
取
得
者
二
引
キ
渡
サ

レ
タ
ル
後
」
と
い
え
ど
も
、
抵
当
権
の
効
力
は
及
ぶ
こ
と
で
あ
る

（同
法
五
条

一
項
）。
附
加
物
や
工
場
供
用
物
の
関
係
が
消
滅
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
抵
当
権
の
効
力
が
消
滅
し
な
い
の
は
、
「抵
当
権
者
ヲ
保
護
ス
ル
考
デ
」
か
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
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一
一
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も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
「例
ヘ
バ
或
ル
機
械
器
具
ガ
不
用
ト
ナ
リ
マ
シ
タ
、
或
ハ
旧
式
ノ
モ
ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
新
式
ノ
モ
ノ
ニ
取
替

ヘ

マ
セ
ヌ
ヶ
レ
バ
、
工
場
ノ
経
済
上
甚
ダ
不
利
益
ナ
場
合
ガ
有
ロ
ウ
」
と
い
う
こ
と
で
、
抵
当
権
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

工
場
抵
当
権
の
効
力
は
消
滅
す
る

（工
抵
六
条

一
項
、
一
一項
）
。
そ
し
て
、
抵
当
権
者
は
、
設
定
者
に

「正
当
ナ
ル
事
由
」
が
あ
る
と
き
は

同
意
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い

（同
条
三
項
）
。
「債
務
者
ノ
利
害
卜
抵
当
権
者
ノ
利
害
ヲ
調
和
」
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
附
加
物
や
工
場
供
用
物
は
、
こ
れ
の
み
の
差
押
、
仮
差
押
又
は
仮
処
分
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る

（同
法
七

条
二
項
）
。
工
場
抵
当
権
の
目
的
で
あ
る
土
地
又
は
建
物
と
と
も
に
す
る
の
で
な
け
れ
ば
差
押
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、

「若
シ
他
ノ
債
権
者
カ
ラ
機
械
器
具
ダ
ケ
ヲ
差
押

ヘ
マ
シ
テ
競
売
二
付
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ト
、
抵
当
権
者
ハ
代
金
ノ
上
二
優

先
権
ヲ
行
フ
コ
ト
ハ
無
論
デ
キ
マ
ス
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ガ
、
機
械
器
具
ヲ
取
離
シ
テ
売
リ
マ
ス
レ
バ
相
当
ノ
値
二
売
ル
コ
ト
ガ
出
来
マ
セ

ヌ
カ
ラ
、
結
局
抵
当
権
者
ノ
損
失
卜
」
な
る
か
ら
で
あ
（が
。

日
　
「工
場
供
用
物
」
と
機
械
器
具
目
録

１
　
機
械
器
具
目
録

（三
条
目
録
）
の
シ
ス
テ
ム

こ
う
し
て
抵
当
目
的
物
の
拡
張
と
そ
の

一
体
化
が
図
ら
れ
る
な
か
、
「機
械
器
具
ガ
抵
当
物
ト
ナ
リ
マ
ス
ル
ニ
付
テ
ハ
其
機
械
器
具
ヲ
明

二
指
定
イ
タ
シ
テ
置
ク
必
要
ガ
有
ル
ト
信
ジ
マ
シ
テ
、
…
…
第
二
者
二
対
シ
テ
公
示
シ
マ
ス
ル
必
要
ガ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ル
カ
ラ
、
日
録
ヲ
提

出
セ
シ
メ
マ
シ
テ
、
ソ
レ
ヲ
登
記
二
代
ヘ
ル
」
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
機
械
器
具
目
録

（三
条
目
録
）
で
あ
る
。
機
械
器
具
目

録

（三
条
目
録
）
に
は
、
「備
附
ケ
タ
ル
機
械
、
器
具
其
ノ
他
工
場
ノ
用
二
供
ス
ル
物
」
（工
場
供
用
物
）
の
み
が
記
載
さ
れ
る

（同
法
三



条
）
。
そ
れ
は
、
「定
著
物
マ
デ
モ
ロ
録
二
載
セ
ル
ヨ
ウ
エ
見
エ
マ
ス
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ガ
、
定
著
物
マ
デ
モ
ロ
録
二
載
セ
マ
ス
コ
ト
ハ
実

際
二
出
来
マ
セ
ヌ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
附
加
物

ｏ
工
場
供
用
物
に
関
し
て
設
定
契
約
に
お
い
て

「別
段
ノ
定
」

が
あ
る
と
き
に
は
、
そ
の

「別
段
ノ
定
」
を
登
記
す
る
こ
と
と
な
る

（同
法
四
条
）
。

あ
る
機
械
器
具
に
つ
い
て
工
場
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
旨
の

「別
段
ノ
定
」
を
し
た
場
合
、
こ
れ
が
附
加
物
の
場
合
に
は
、
「別
段

ノ
定
」
を
登
記
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
工
場
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
こ
と
を
第
二
者
に
対
抗
で
き
な
い
。
し
か
し
、
右
の
機
械
器

具
が
工
場
供
用
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
機
械
器
具
目
録

公
二
条
目
録
）
に
記
載
し
な
い
と
と
も
に
、
「別
段
ノ
定
」
を
登
記
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
機
械
器
具
目
録

全
二
条
目
録
）
へ
の
記
載
が
対
抗
要
件
で
あ
る
な
ら
ば
、
「別
段
ノ
定
」
を
登
記
す
る
意
味
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

（６６
）

に
な
る
。

ま
た
、
工
場
供
用
物
の
み
が
機
械
器
具

（三
条
目
録
）
に
記
載
し
う
る
た
め
に
附
加
物
と
工
場
供
用
物
と
の
区
別
が
必
要
と
な
る
。

審
議
過
程
で
は
、
こ
れ
に
か
か
わ
る
質
問
が
だ
さ
れ
て
い
る
が
、
河
村
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
応
え
て
い
る
。

「
「
土
地
二
附
加
シ
テ
之
卜

一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
』
卜
申
シ
マ
ス
ル
ノ
ハ
、
例
ヘ
バ
瓦
斯
会
社
ノ
瓦
斯
ヲ
製
シ
マ
ス
ル
鑽
ノ
ヤ
ウ
ナ
物
デ

ア
リ
マ
ス
、
是
ハ
土
地
ノ
方
二
取
付
ケ
テ
ア
リ
マ
ス
ル
、
其
外
二
機
械
器
具
に
限
リ
マ
セ
ズ
総
テ
土
地
二
取
付
ケ
マ
シ
タ
煉
瓦
ノ
塀
ノ
ヤ

ウ
ナ
物
モ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ

『其
他
ノ
物
』
卜
申
シ
マ
ス
ノ
ハ
機
械
器
具
卜
名
付
ケ
ラ
レ
マ
セ
ヌ
ヤ
ウ
ナ
物
デ
矢
張
り
此
工
場
ノ
ロ

的
二
必
要
ナ
物
ガ
ア
リ
マ
セ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
例
ヘ
バ
、
ぱ
い
ふ
ノ
ヤ
ウ
ナ
物
、
第
十

一
条
二

『配
置
諸
管
』
卜
書
キ
マ
シ
タ
ガ
斯
ウ
云

フ
ヤ
ウ
ナ
物
モ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
。
ま
た
、
水
力
発
電
所
の

「電
柱
電
線
ノ
如
キ
物
ハ
発
電
所
卜

一
体
ヲ
成
シ
タ
物
力
、
或

ハ
発
電
所
二
備
付
ケ
タ
物
力
、
ド
チ
ラ
カ
ニ
ナ
リ
マ
セ
ウ
」
と
す
る
。

「工
場
ノ
用
二
供
ス
ル
」
と
の
文
言
は
、
原
案
に
は
な
く
、
修
正
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
「原
案
ノ
如
ク

ニ
ヽ
備
附
ケ
タ
ル
』
ト
ア
ル
ノ
ミ
デ
ハ
範
囲
ガ
広
過
ル
デ
ア
ロ
ウ
、
例
ヘ
バ
遊
ビ
道
具
ナ
ド
モ
這
入
ル
訳
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
マ
デ
ニ
ス

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
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ル
必
要
ハ
無
カ
ロ
ウ
、
却
ッ
テ
弊
害
ガ
有
ル
デ
ア
ラ
ウ
ト
云
フ
趣
意
デ
エ
場
用
ノ
物
二
限
ル
ト
致
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」、
と
の
こ
と
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
「工
場
ノ
用
二
供
ス
ル
」
と
は
、
既
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
民
法

「第
八
十
七
条
第
二
項
ヲ
抵
当
ノ
場
合
二
適
用

ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
ト
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
其
規
定
ダ
ケ
デ
ハ
未
ダ
足
ラ
ヌ
所
ガ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
免
レ
マ
セ
ヌ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
の
第

二
条
に
関
す
る
河
村
の
趣
旨
説
明
に
鑑
み
る
と
、
「其
物
ノ
常
用
二
供
ス
ル
」
よ
り
は
広
い
概
念
と
解
さ
れ
る
。

三
条
目
録
の
記
載
は
、
備
付
け
の
機
械
器
具
の
備
付
け
の
廃
止
や
新
設
が
一な
さ
れ
る
と
、
そ
の
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
が
、
こ
の
場
合
、

設
定
者
は
、
遅
滞
な
く
目
録
の
記
載
の
変
更
登
記
を
な
す
義
務
を
負
う

（同
法
三
条
二
項
、
〓
一八
条
）。

２
　
機
械
器
具
目
録

（三
条
目
録
）
の
限
界

工
場
の
土
地

・
建
物
の
附
加
物
、
供
用
物
件
は
、
こ
れ
が
抵
当
権
者
の
同
意
な
く
第
三
者
に
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
工
場

抵
当
権
の
効
力
は
そ
れ
に
及
ぶ

（同
法
五
条

一
項
）
。
こ
の
工
場
抵
当
権
の
追
及
力
を
遮
断
す
る
、
善
意

・
無
過
失
で
あ
る
第
二
取
得
者
の

保
護
規
定
が
置
か
れ
て
い
る

（同
法
五
条
二
項
）
。
と
い
う
の
は
、
「機
械
器
具
ノ
如
キ
モ
ノ
ハ
ロ
録
二
記
載
シ
テ
置
キ
マ
シ
テ
モ
、
其
目

録
二
記
載
シ
テ
置
キ
マ
シ
タ
品
物
卜
他
ノ
品
物
ト
ノ
分
界
ガ
付
キ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
、
第
二
者
ガ
抵
当
物
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ

譲
受
ケ
マ
ス
ル
様
ナ
場
合
ガ
有
ロ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
然
ル
ニ
突
然
抵
当
権
者
カ
ラ
其
品
物
ヲ
取
上
ゲ
ラ
レ
ル
様
ナ
コ
ト
ガ
有
リ
マ
シ
テ
ハ

第
二
者
ハ
不
測
ノ
損
害
ヲ
受
ケ
マ
ス
、
元
来
動
産
デ
ア
リ
マ
ス
モ
ノ
ヲ
抵
当
ト
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
就
キ
マ
シ
テ
ハ
、
是
非
或
ル
特
別
ノ

規
定
ヲ
設
ケ
マ
シ
テ
、
抵
当
権
者
ノ
利
益
卜
第
二
者
ノ
利
益
ト
ヲ
調
和
ス
ル
必
要
ガ
有
ラ
ウ
」
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
原
案
を
調
査
ｏ協
議
し
た
小
委
員
会
で
は
、
第
五
条
に
関
し
て
、
「本
案
ノ
趣
意
ヲ
極
メ
テ
例
ヘ
バ
第
二
取
得
者
ガ
善
意
ニ

シ
テ
過
失
ナ
キ
モ
ノ
デ
ア
ッ
テ
モ
抵
当
権
ノ
実
行
ヲ
受
ケ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
方
ガ
宜
シ
イ
ノ
デ
ハ
ナ
カ
ラ
ウ
カ
、
我
々
ハ
皆
サ
ウ
ナ
ル



ヲ
希
望
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
唯
如
何
セ
ン
第
二
取
得
者
二
取
ッ
テ
ハ
実
二
酷
ナ
結
果
ト
ナ
ル
訳
デ
ア
リ
マ
ス
、
…
…
機
械
器
具
等
ニ

一
々
焼
印
ヲ
捺
ス
ト
云
フ
訳
ニ
モ
イ
カ
ヌ
、
同
ジ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ガ
沢
山
ア
ル
訳
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
占
有
者
二
損
害
ガ
生
ズ

ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
防
グ
ト
云
フ
訳
ニ
ハ
参
ラ
ナ
イ
、
ソ
レ
故
二
遂
二
此
第
二
項
ヲ
置
ク
ト
云
フ
コ
ト
ニ
致
シ
マ
シ
タ
」
。

し
た
が
っ
て
、
抵
当
不
動
産
か
ら
分
離
さ
れ
た
機
械
器
具
は
、
こ
れ
に
打
刻
で
も
し
な
い
か
ぎ
り
、
こ
れ
が
工
場
供
用
物
件
で
あ
っ
た

こ
と
は
公
示
さ
れ
な
い
、
す
な
わ
ち
機
械
器
具
目
録

（三
条
目
録
）
に
は
こ
れ
に
記
載
さ
れ
た
機
械
器
具
と
の
同

一
性
を
識
別
す
る
機
能

は
期
待
し
得
な
い
。
そ
こ
で
、
分
離
さ
れ
た
機
械
器
具
の
第
二
取
得
者
は
、
そ
の
善
意

・
無
過
失
の
判
定
に
関
し
て

（工
抵
五
条
二
項
、

民

一
九
二
条
）
、
機
械
器
具
目
録

（三
条
目
録
）
に
よ
る
公
示
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
閲
覧
し
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
有
過
失
を
も
た
ら
す

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
善
意
・
無
過
失
と
は
、
「い
わ
ゆ
る
備
附
物
が
抵
当
権
者
の
同
意
な
く
し
て
分
離
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち

抵
当
権
の
存
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
且
そ
の
知
ら
ぎ
る
に
つ
い
て
過
失
の
な
い
こ
と
別
言
す
れ
ば
備
附
物
の
分
離
は
抵
当
権
者
の
同
意
を
得

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
且
そ
の
信
ず
る
に
つ
い
て
過
失
の
な
い
こ
と
を
要
す
る
も
の
」
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

機
械
器
具
目
録

（三
条
目
録
）
は
、
備
え
付
け
と
い
う
事
実
関
係
の
も
と
に
、
備
え
付
け
ら
れ
た
機
械
器
具
の
ど
の
範
囲
ま
で
が
工
場

抵
当
の
目
的
物
で
あ
る
か
を
公
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
そ
の
限
界
が
あ
る
。

四
　
従
物

・
公
示
理
論
の
展
開

０
　
「従
物
」
と
抵
当
権
の
効
カ

工
場
抵
当
法
の
施
行
後
、
抵
当
権
設
定
時
に
存
す
る

「従
物
」
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
否
定
し
た
明
治
二
九
年
の
大
審
院
判

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一五
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決
を
、
大
正
八
年
二
月

一
五
日
の
大
審
院
連
合
部
判
決

（民
録
二
五
輯
四
七
三
頁
）
は
、
学
説
の
批
判
を
入
れ
て
、
変
更
し
た
。
右
大
審

院
判
決
の
事
案
は
、
抵
当
権
者
か
ら
設
定
者
に
対
す
る
債
権
な
ら
び
に
湯
屋
営
業
用
建
物
及
び

「畳
建
具
造
作
及
び
湯
屋
営
業
器
具
並
に

煙
突
共

一
式
附
属
物
件
」
に
対
す
る
抵
当
権
確
定
の
訴
え
で
あ
っ
た
が
、
変
更
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
こ
う
で
あ
っ
た
。

①
民
法
八
七
条
二
項
に
関
し
て
、
そ
の

「規
定
ヲ
設
ヶ
タ
ル
趣
旨
ハ
処
分
当
時
二
於
ケ
ル
主
物
ノ
利
用
価
値
ヲ
減
損
セ
ス
其
経
済
上
ノ

効
カ
ヲ
充
実
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ロ
的
二
出
デ
タ
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
か
ら
、
「主
物
タ
ル
建
物
ノ
利
用
価
値
ヲ
標
準
ト
シ
テ
担
保
価
値
ヲ
定
ム

ル
ヲ
常
ト
ス
ル
抵
当
権
ノ
設
定
ノ
場
合
卜
雖
モ
亦
同
条
ヲ
適
用
シ
テ
権
利
ノ
範
囲
ヲ
定
ム
ル
ヲ
相
当
ト
ス
ル
ヘ
ク
従
物
力
動
産
タ
ル
ノ
故

ヲ
以
テ
抵
当
権
力
之
二
及
ハ
サ
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ハ
当
ヲ
得
」
な
い
こ
と
、
②
民
法
三
六
九
条
は

「裏
面
解
釈
上
荀
ク
モ
不
動
産
二
非
サ

ル
モ
ノ
ハ
種
類
ノ
何
タ
ル
ヲ
問
ワ
ス
之
二
抵
当
権
ノ
独
立
ノ
ロ
的
卜
為
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
旨
ヲ
規
定
シ
タ
リ
ト
解
シ
得
ヘ
キ
モ
、
未
夕
以

テ
、
抵
当
権
ノ
効
カ
ハ
其
目
的
タ
ル
不
動
産
ノ
従
物
二
及
フ
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
旨
ヲ
モ
併
セ
規
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ヘ
キ
」
で
な
い
こ
と
、

③
民
法
三
七
〇
条
は

「経
済
上
ノ
用
法
二
従
ヒ
物
ノ
主
従
ヲ
定
メ
主
物
卜
従
物
ト
ヲ
同

一
ナ
ル
法
律
関
係
二
服
従
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
ロ
的

ト
ス
ル
民
法
第
八
七
条
第
二
項
ノ
規
定
卜
相
妨
ク
ル
モ
ノ
」
で
は
な
い
、
で
あ
っ
型
。

こ
の
よ
う
に
、
「従
物
」
に
対
す
る
抵
当
権
の
効
力
を
民
法
八
七
条
二
項
に
よ
り
根
拠
づ
け
る
な
ら
ば
、
実
際
に
お
い
て
は
、
備
付
動
産

が

「従
物
」
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
、
設
定
後
に
備
え
付
け
ら
れ
た
動
産
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が

「附
加
物
」
（＝
附
合
物
）
か
ど
う
か
、
こ

れ
の
判
定
、
そ
の
基
準
が
問
題
と
な
る
。

大
正
八
年
の
大
審
院
判
決
は
、
「従
物
」
性
の
判
定
に
つ
い
て
、
「当
事
者
ノ
意
思
ヲ
基
礎
ト
ス
ル
主
観
的
基
準
二
依
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非

ス
シ
テ
前
示
ス
ル
所
二
従
ヒ

一
般
取
引
上
ノ
観
念
ニ
ヨ
リ
定
マ
ル
ヘ
キ
客
観
的
基
準
」
、
換
言
す
れ
ば
、
「之
ヲ
建
物
ヨ
リ
分
離
ス
ル
ト
キ

ハ
建
物
ノ
利
用
価
値
ヲ
失
ハ
シ
ム
ル
カ
少
ク
ト
モ
其
経
済
的
効
用
ヲ
減
損
セ
シ
ム
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
」
か
と
い
う
基
準
を
示
し
た
。
他
方
、

「附
加
物
」
性
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
大
判
昭
和
五
年

一
二
月

一
八
日

（民
集
九
巻

一
一
四
七
頁
）
が
、
表
入
口
用
硝
子
戸
外
側
雨
戸
用
杉



硝
子
戸
そ
の
他
建
物
の
内
外
を
遮
断
す
る
物
件
に
関
し
、
「建
物
二
対
ス
ル
物
理
的
関
係
ノ
ミ
ニ
ヨ
リ
之
ヲ
観
察
ス
ヘ
キ
モ
ノ
エ
ア
ラ
ス
宜

シ
ク
其
ノ
箇
々
二
就
キ
建
物
ノ
取
引
上
ノ
効
用
二
照
シ
」
判
断
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
実
際
の
判
定
に
お
い
て
は
困
難
を
と
も
な
う
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
、
民
法
八
七
条
二
項
を
根
拠
と
し
た
大
正
八
年
の
大
審
院
判
決
の
法
的
構
成
に
は
、
抵
当
権
設
定
後
の
従
物
に
関
し
て
、
こ
れ
に

抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
に
は
否
定
的
な
態
度
が
看
取
さ
れ
る
。
抵
当
権
設
定
と
い
う

「処
分
」
時
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
従
物

に
は
民
法
八
七
条
二
項
が
適
用
さ
れ
な
い
、
と
の
結
論
が
推
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
判
例
に
は
明
確
な
法
理
が
見

い
だ
さ
れ
な
い
。
な
る
ほ
ど
大
決
大

一
〇
年
七
月
八
日

（民
録
三
七
輯

一
三

一
四
頁
）
は
、
抵
当
権
設
定
後
に
増
築
さ
れ
た

「茶
の
間
」

に
つ
い
て
、
こ
れ
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
旨
判
示
し
て
は
い
る
。
右
茶
の
間
を

「従
物
ト
ロ
ス
ベ
キ
モ
ノ
」
で
あ
る
が
、
「抵
当
権
ハ
其

目
的
タ
ル
不
動
産
二
附
加
シ
テ

一
体
ヲ
為
セ
ル
モ
ノ
而
己
ナ
ラ
ス
従
物
ニ
モ
亦
及
フ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
当
院
ノ
判
例
」
で
あ
る
こ
と
を
理

由
と
し
た
が
、
か
か
る
判
例
は
見
あ
た
ら
な
い
し
、
右
茶
の
間
は
附
加
物
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
当
時
の
通
説
に
あ
っ
て
も
、
抵
当
権
設
定
後
に
お
い
て
、
従
物
が
滅
失
、
朽
廃
「
改
造
な
ど
に
よ
っ
て
こ
れ
に
代
わ
っ
て
従

物
と
な
っ
た
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
の
か
否
か
に
つ
い
て
は

「法
文
不
備
ノ
為
メ
大
二
疑
ナ
キ
ヨ
ト
ヲ
得
ス
」
と
指
摘
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
は
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
昭
和
八
年
、
我
妻
栄

「抵
当
権
と
従
物
の
関
係
に
つ
い
て
」
が
民
法
八
七
条
二
項
と
民
法
三
七
〇
条
に
関
し

て
当
時
の
通
説
と
は
異
な
る
理
解

（解
釈
）
を
提
示
し
、
抵
当
権
設
定
後
の
従
物
に
も
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
主
張
し
て
以
来
、

こ
の
説
が
有
力
に
な
り
、
通
説
を
形
成
す
る
。

ま
ず
、
民
法
八
七
条
二
項
に
関
し
て
、
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
の
立
法
例
の
変
遷
を
辿
り
な
が
ら
、
主
物
と
従
物
と

の
間
に
存
す
る
客
観
的
―
経
済
的
結
合
関
係
に
基
づ
き
従
物
が
主
物
の
法
律
的
運
命
を
共
に
す
る
こ
と
を
決
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
主
物

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示

二
七
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を
処
分
す
る
行
為
者
の
意
思
に
効
力
を
認
め
て
こ
れ
を
推
定
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
そ
こ
で
、
こ
の
理
論
の

一
適
用
と
し
て
不
動
産
上

の
抵
当
権
は
当
然
に
そ
の
不
動
産
上
の
従
物
に
及
ぶ
。
こ
の
こ
と
は
抵
当
権
設
定
時
に
お
け
る
従
物
の
み
な
ら
ず
設
定
以
降
に
お
け
る
従

物
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
民
法
三
七
〇
条
に
つ
い
て
は
、
存
在
す
る
限
り
絶
え
ず
そ
の
客
体
を
そ
の
時
の
状
態
に
お
い
て
把
握
す
る
と

い
う
抵
当
権
の
本
質
に
鑑
み
、
か
つ
同
条
が
フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
を
受
け
た
旧
民
法
債
権
担
保
編
二
〇
〇
条
を
淵
源
と
す
る
沿
革
を
考
慮

し
て
、
附
加
物
と
は
、
抵
当
不
動
産
と

一
体
と
な
っ
た
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
社
会
的
―
経
済
的
標
準
に
お
い
て
当
該
不
動
産
の

利
用
を
助
け
る
従
物
を
も
包
含
す
る
も
の
と
解
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
見
解
で
は
、
設
定
後
の
従
物
に
対
す
る
抵
当
権
の
効
力
は
、
民
法
八
七
条
二
項
と
民
法
三
七
〇
条
の
両
者
に
よ
っ

て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
。

確
か
に
、
民
法
八
七
条
二
項
は
当
事
者
の
意
思
推
定
規
定
と
解
す
る
な
ら
ば
、
抵
当
権
設
定
時
に
存
在
し
な
い
従
物
に
つ
い
て
あ
ら
か

じ
め
抵
当
権
を
設
定
＝
処
分
す
る
意
思
が
あ
る
と
認
め
る
の
は
問
題
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
抵
当
権
は
担
保
価
値
支
配
権
と

し
て
、
そ
れ
が
設
定
さ
れ
る
段
階
に
お
け
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
が
実
行
さ
れ
る
段
階
に
お
け
る
目
的
物
の
価
値
を
支
配
す
る
こ
と
に

主
な
眼
目
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
れ
ば
、
設
定
後
の
従
物
に
も
、
と
く
に
従
来
の
従
物
に
代
え
て
新
し
い
従
物
が
備
え
付
け
ら
れ
る
よ
う

な
場
合
を
想
定
す
れ
ば
、
抵
当
権
の
効
力
が
こ
れ
に
及
ぶ
こ
と
は
、
設
定
当
事
者
の
意
思
に
合
致
す
る
と
も
言
え
る
。
ま
た
、
民
法
八
七

条
二
項
の

「処
分
」
は
、
こ
れ
を
抵
当
権
の
設
定
に
限
る
こ
と
な
く
、
設
定
か
ら
実
行
ま
で
の

一
体
と
し
て
の
体
様
を
意
味
す
る
と
解
す

る
な
ら
ば
、
設
定
後
の
従
物
に
も
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
に
な
が
。

い
ず
れ
の
見
解
も
、
抵
当
権
の
強
化
、
抵
当
不
動
産
と
従
物
の
経
済
的

一
体
性
の
維
持
と
い
っ
た
観
点
に
立
脚
し
、
抵
当
権
の
効
力
の

及
ぶ
範
囲
の
拡
張
に
努
め
て
い
る
こ
と
、
共
通
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
下
級
審
で
あ
る
が
、
設
定
後
の
従
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
し
た
判
決
が
あ
る
。



名
古
屋
高
決
昭
和
三
〇
年
七
月
八
日

（下
民
集
六
巻
七
号

一
三
九
四
頁
）
は
、
宅
地
と
六
分
程
度
竣
工
し
て
い
た
建
物
と
そ
の
従
物
定

着
物
悉
皆
に
つ
い
て
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
に
関
し
、
「抵
当
権
の
効
力
は
特
段
の
事
由
の
な
い
限
り
目
的
不
動
産
に
附
加
し
て
不
動
産
所
有

権
の
内
容
を
構
成
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
抵
当
権
設
定
当
時
既
に
附
加
せ
る
も
の
、
そ
の
後
に
附
加
せ
る
も
の
す
べ
て
に
当
然
及
ぶ
も
の

と
解
す
べ
」
き
と
し
た
う
え
で
、
「本
件
畳
に
つ
い
て
は
本
件
抵
当
権
設
定
当
時
に
は
本
件
建
物
の
従
物
の
状
態
に
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い

が
前
示
の
よ
う
に
既
に
本
件
建
物
に
運
び
入
れ
る
ば
か
り
の
状
態
で
且
つ
当
事
者
間
に
こ
れ
を
本
件
建
物
の
目
的
と
す
る
こ
と
が
約
定
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
よ
う
な
場
合
は
之
の
畳
が
本
件
建
物
に
設
備
さ
れ
る
と
同
時
に
本
件
抵
当
権
の
効
力
の
範
囲
内
に
入
っ
た

も
の
と
解
す
」
べ
き
と
す
る
。

こ
の
名
古
屋
高
決
は
、
「建
物
に
運
び
入
れ
る
ば
か
り
の
状
態
」
と
い
っ
た
こ
と
を
根
拠
と
す
る
こ
と
か
ら
推
察
し
う
る
が
、
抵
当
権
設

定
後
の
従
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
つ
ぎ
の
段
階

へ
の
架
橋

と
な
る
判
決
と
評
し
う
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
東
京
高
判
昭
和
五
三
年

一
二
月
二
六
日

（下
民
集
二
九
巻
九
～

一
二
号
二
九
七
頁
は
、
抵
当
権
設
定
契
約
後
競
売
開

始
決
定
前
に
抵
当
不
動
産
に
備
え
付
け
ら
れ
た
従
物
に
対
す
る
強
制
執
行
に
対
し
て
抵
当
権
者
が
第
二
者
異
議
の
訴
え
を
提
訴
し
た
事
案

に
つ
い
て
、
こ
れ
を
認
め
て
、
「さ
ら
に
原
審
の
判
断
の
よ
う
に
抵
当
権
設
定
契
約
後
主
物
所
有
権
者
が
従
物
を
備
付
し
た
場
合
、
抵
当
権

の
効
力
は
こ
れ
に
及
び
、
爾
後
所
有
者
も
右
従
物
を
主
物
と
切
り
離
し
て
恣
に
処
分
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
抵

当
物
件
で
あ
る
建
物
に
所
有
者
が
増
築
を
し
、
こ
れ
が
附
合
に
よ
り

一
箇
の
建
物
と
な
っ
た
場
合
に
、
所
有
者
が
右
増
築
部
分
を
抵
当
権

者
の
意
に
反
し
て
取
り
壊
す
こ
と
が
抵
当
権
の
効
力
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
の
と
同
断
で
あ
る
」
と
し
た
。

ち
な
み
に
、
原
審

（東
京
地
判
昭
和
五
二
年
九
月
二
六
日
）
は
、
「従
物
は
主
物
の
社
会
経
済
的
効
用
を
助
け
、
そ
の
価
値
を
増
大
さ
せ

る
機
能
を
営
む
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
抵
当
権
は
そ
れ
が
存
在
す
る
限
り
絶
え
ず
目
的
物
を
そ
の
時
の
状
態
に
お
い
て
把
握
す
る
権
利
で

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示

二
九
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あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
抵
当
権
設
定
後
に
従
物
と
な

っ
た
物
件
に
も
主
物
た
る
不
動
産
に
対
す
る
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
も
の
と
解
す

べ
き
」
と
明
確
に
判
示
し
、
そ
の
根
拠
を
民
法
八
七
条
二
項
に
求
め
て
い
る
。

国
　
「従
物
」
と
抵
当
権
の
公
示

１
　
「附
加
物
」
除
外
特
約
と
公
示

・
対
抗
要
件

抵
当
権
の
効
力
は
、
抵
当
不
動
産
に

「附
加
シ
テ
之
卜

一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
」
に
及
ぶ
が

（民
三
七
〇
条
本
文
）
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

登
記

・
対
抗
要
件
を
備
え
る
こ
と
は
必
要
で
な
い
。
抵
当
不
動
産
に
組
み
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
同
然
の
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
抵

当
不
動
産
の
附
加
物
を
設
定
契
約
ま
た
は
そ
の
後
の
変
更
契
約
に
よ
っ
て
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
旨
定
め
た
場
合
に
は

（民
三
七
〇

条
但
書
）
、
そ
の
旨
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば

「第
二
者
」
に
対
抗
で
き
な
い
の
で
あ
る

（不
登

一
一
七
条
）
。
も
っ
と
も
い
附
加
物
に
従
物

が
含
ま
れ
る
と
解
す
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
附
加
物
を
附
合
物
と
同
義
に
解
し
、
従
物
を
こ
れ
と
区
別
す
る
判
例
の
場
合
、
抵
当
不
動
産
の

従
物
は
こ
れ
を
設
定
当
事
者
の
合
意
に
よ
り
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
せ
よ
、
除
外
特
約
の
登
記
に
関
す
る
規
定
が
な
い
¨
し
か
し
、

附
加
物
の
場
合
と
同
じ
く
、
除
外
特
約
は
、
こ
れ
を
登
記
し
な
け
れ
ば
第
二
者
に
対
抗
で
き
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
民
法

三
七
〇
条
但
書
、
不
動
産
登
記
法

一
一
七
条
を
類
推
適
用
す
る
ほ
か
あ
る
ま
い
。

し
か
し
、
従
物
の
除
外
特
約
が
登
記
の
な
い
ま
ま
抵
当
権
実
行
に
よ
っ
て
競
売
さ
れ
た
場
合
、
買
受
人

（競
落
人
）
が
右
従
物
の
所
有

権
を
取
得
で
き
る
の
か
、
従
物
が
附
加
物
に
含
ま
れ
る
と
す
る
見
解
に
お
い
て
も
、
除
外
特
約
が
登
記
さ
れ
な
け
れ
ば
、
同
じ
問
題
が
生

じ
る
。



こ
れ
に
関
し
て
は
、
わ
ず
か
半
年
ば
か
り
で
結
論
を
異
に
し
た
二
つ
の
判
決
が
出
て
い
る
。

ま
ず
、
昭
和
八
年

一
二
月
二
二
日
の
大
審
院
判
決

（民
集

一
二
巻
二
四
号
二
九
五
四
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
事
案
は
、
抵
当
権
実
行
に
係

る
競
売
開
始
決
定
の
送
達
直
後
に
抵
当
建
物
備
付
け
の
畳
建
具
等
を
売
渡
担
保
に
よ
り
譲
り
受
け
た
者
が
自
ら
抵
当
建
物
の
買
受
人

（競

落
人
）
と
な
っ
た
抵
当
権
者
に
対
し
て
右
物
件
の
引
き
渡
し
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

右
判
決
は
、
原
判
決
を
破
棄
差
戻
し
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「抵
当
権
力
其
ノ
設
定
契
約
二
因
り
建
物
ノ
ミ
ニ
存
在
シ
其
ノ
従

物
二
及
ハ
サ
ル
場
合
卜
雖
其
ノ
抵
当
権
実
行
ノ
為
二
建
物
卜
共
二
従
物
ヲ
モ
競
売
二
付
シ
競
売
手
続
完
結
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
競
売
手
続

ハ
従
物
二
付
テ
モ
無
効
二
非
ス
蓋
従
物
ハ
主
物
二
従
フ
ト
ノ
原
則
ハ
斯
カ
ル
公
法
上
ノ
行
為
ニ
ツ
イ
テ
モ
反
対
ノ
事
情
無
キ
限
り
適
用
セ

ラ
レ
ル
ト
解
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
レ
ハ
ナ
リ
」
。
そ
の
う
え
で
、
「抵
当
権
実
行
ノ
為
ニ
ス
ル
右
建
物
ノ
競
売
手
続
二
於
テ
競
売
ノ
ロ
的
物
ノ

表
示
ガ
右
建
物
卜
共
二
従
タ
ル
本
訴
物
件
ヲ
包
含
ス
ル
モ
ノ
ト
解
セ
ラ
レ
ル
ヘ
キ
場
合
ニ
ハ
其
ノ
競
売
手
続
完
結
セ
ル
以
上
競
落
許
可
決

定
ノ
効
カ
ト
シ
テ
競
落
人
タ
ル
上
告
人
ハ
右
建
物
卜
共
二
従
物
タ
ル
本
訴
物
件
ノ
所
有
権
ヲ
取
得
ス
ヘ
ク
」
、
と
す
る
。

し
か
し
、
従
物
が
主
物
の
処
分
に
従
う
の
は
、
主
物
の
処
分
権
者
が
従
物
の
処
分
権
を
も
有
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
従
物
に
関
し

て
除
外
特
約
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
、
抵
当
権
者
に
は
従
物
に
関
し
て
処
分
権
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
主
物
に
つ
い
て
競
売
手
続
き
が

な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
従
物
に
つ
い
て
競
売
手
続
き
が
有
効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
問
題
は
、
抵
当
権
者
が
自
ら
抵
当
建
物
の
買
受
人

（競
落
人
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

設
定
後
に
備
え
付
け
ら
れ
た
畳
建
具
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
自
ら
抵
当
建
物
を
競
落
し
た
抵
当
権
者
が
右
物
件
に
対
す
る
強
制
競
売
の

買
受
人

（競
落
人
）
を
相
手
に
競
売
手
続
の
無
効
確
認
を
請
求
し
た
事
案
に
お
い
て
、
昭
和
九
年
七
月
二
日
の
大
審
院
判
決

（民
集

一
三

巻

一
四
八
九
頁
）
は
、
右
物
件
に
抵
当
権
の
効
力
は
及
ば
な
い
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「主
タ
ル
建
物
二
抵
当
権
ヲ
設
定
ス
ル
ニ
当
り
右
抵
当
権
ハ
将
来
之
二
附
属
セ
シ
ム
ヘ
キ
畳
建
具
二
及
ハ
サ
ル
旨
ノ
合
意
当
事
者
間
二
成

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
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立
セ
ル
カ
如
キ
場
合
二
於
テ
ハ
建
物
二
対
ス
ル
抵
当
権
ハ
其
ノ
後
二
於
テ
建
物
所
有
者
力
建
物
二
附
属
セ
シ
メ
タ
ル
畳
建
具
二
及
ハ
サ
ル

コ
ト
ハ
勿
論
ノ
次
第
ニ
シ
テ
又
抵
当
権
実
行
ノ
為
メ
ニ
ス
ル
競
売
手
続
ハ
反
対
ノ
事
情
ナ
キ
限
り
抵
当
権
ノ
ロ
的
タ
リ
シ
物
件
二
付
キ
開

始
セ
ラ
レ
タ
リ
シ
ト
認
ム
可
キ
カ
故
二
如
上
ノ
特
約
ア
ル
抵
当
権
ノ
実
行
ト
シ
テ
為
サ
レ
タ
ル
競
売
手
続
二
於
イ
テ
ハ
差
押
ノ
効
カ
ハ
従

物
タ
ル
畳
建
具
二
及
ハ
サ
リ
シ
モ
ノ
解
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
」。
そ
し
て
、
こ
れ
に
加
え
て
、
「右
建
物
ハ
上
告
人
自
身
二
於
テ
競
落
シ
タ
ル

モ
ノ
ナ
リ
ト
云
ヘ
ハ
上
告
人
ハ
既
二
抵
当
権
設
定
ノ
当
事
者
ト
シ
テ
本
訴
物
件
力
競
売
ノ
ロ
的
物
中
二
包
含
セ
ラ
レ
サ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル

コ
ト
ヲ
知
悉
シ
居
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
ウ
可
ク
民
法
第
八
十
七
条
第
二
項
ハ
従
物
力
主
物
ノ
処
分
二
随
フ
可
キ
モ
ノ
エ
ア
ラ
ザ
ル
場
合
二
其

ノ
事
実
ヲ
了
知
ス
ル
者
ヲ
保
護
セ
ン
ト
ス
ル
主
旨
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ハ
既
二
冒
頭
説
示
二
依
リ
テ
モ
之
ヲ
知
り
得
ヘ
キ
カ
故
二
上
告
人
ハ

右
法
条
ノ
適
用
ヲ
受
ク
ル
ヲ
得
ス
」。

た
だ
、
従
物
を
除
外
す
る
に
つ
い
て
そ
の
旨
の
登
記
を
す
る
必
要
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
除
外
特
約
に
つ
い
て
の

登
記
が
な
い
と
し
て
も
、
自
ら
買
受
人
と
な
っ
た
抵
当
権
者
は
、
「第
二
者
」
で
は
な
く
当
事
者
で
あ
る
と
解
す
れ
ば
、
除
外
特
約
を
主
張

で
き
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
買
受
人

（競
落
人
）
が
抵
当
権
者
で
な
い
場
合
、
こ
れ
も
抵
当
権
者
に
準
じ
て
特
約
の
当
事
者
で
あ
る
と
解
す
れ
ば
所
有

権
取
得
は
否
定
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
結
論
は
、
除
外
物
も
含
ま
れ
る
と
し
て
最
低
競
売
価
格
そ
の
他
の
手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
買
受
人

（競
落
人
）
に
酷
と
い
え
よ
う
。
む
し
ろ
、
買
受
人

（競
落
人
）
は
第
二
者
で
あ
っ
て
所
有
権
を
取
得
す
る
と
解
す

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
抵
当
権
者
自
ら
が
買
受
人

（競
落
人
）
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
右
の
事
情
か
ら
所
有
権
を
取
得
は
す

る
が
、
優
先
弁
済
権
は
除
外
物
の
上
に
は
及
ば
な
い
、
と
解
主
が
。

２
　
設
定
後
の
従
物
に
対
す
る
抵
当
権
と
公
示



抵
当
権
の
効
力
が
設
定
当
時
の
従
物
に
及
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
の
公
示

ｏ
対
抗
問
題
に
は
、
先
の
連
合
部
判
決
は
、
こ
れ
を
必
要
な
し
と

い
う
こ
と
を
当
然
の
前
提
に
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
抵
当
権
者
と
設
定
者
と
い
う
当
事
者
間
の
争
い
で
あ
っ
た
か
ら
な
の
か
、
触
れ
て
い

な
い
。

従
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
の
公
示

・
対
抗
要
件
に
つ
い
て
は
、
従
前
よ
り
、
い
ず
れ
の
学
説
も
こ
れ
を
要
し
な
い

と
し
て
い
る
。
主
物
と
従
物
の
客
観
的

・
経
済
的
結
合
関
係
が
主
物
の
公
示

・
対
抗
要
件
を
し
て
ま
た
従
物
の
公
示

・
対
抗
要
件
と
し
て

の
機
能
を
も
果
た
せ
る
、
と
の
理
由
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
実
体
法
上
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
民
法
三
七
〇
条
を
根
拠
と
す
る
通
説
と
民

法
八
七
条
二
項
を
根
拠
と
す
る
少
数
硫
ど
に
分
か
れ
て
い
る
。

下
級
審
判
決
で
は
あ
る
が
、
抵
当
権
設
定
登
記
が
な
さ
れ
た
後
に
設
定
当
時
か
ら
存
在
し
て
い
た
従
物

（動
産
）
に
つ
い
て
占
有
改
定

に
よ
る
引
渡
を
受
け
て
い
た
買
主
が
抵
当
建
物
の
買
受
人

（競
落
人
）
に
対
し
て
そ
の
所
有
権
を
主
張
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
大
阪
高
裁

の
昭
和
二
七
年
六
月
二
〇
日
判
決

（下
民
集
三
巻
六
号
八
四
七
頁
）
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
「従
物
に
対
す
る
抵
当
権
の
効
力
は
、
主
物

に
つ
い
て
の
抵
当
権
の
設
定
登
記
と
、
従
物
が
主
物
の
常
用
の
た
め
に
こ
れ
に
附
属
せ
し
め
て
い
る
と
い
う
客
観
的
状
態
と
に
よ
っ
て
、

第
二
者
に
対
抗
し
得
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
右
状
態
の
存
在
す
る
限
り
、
抵
当
権
設
定
後
、
従
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
第
二
者
は
、

抵
当
権
の
効
力
の
及
ん
で
い
る
状
態
に
お
い
て
従
物
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る
に
す
ぎ
な
い
」
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
最
判
昭
和
四
四
年
二
月
二
八
日

（民
集
二
三
巻
三
号
六
九
九
頁
）
は
、
通
説
に
同
調
し
、
主
物
の
抵
当
権

設
定
登
記
は
、
抵
当
権
の
効
力
が
従
物
に
及
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
も
対
抗
力
を
有
す
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
と
と
も
に
、
実
定
法
上
の
根
拠

を
民
法
三
七
〇
条
に
求
め
た
。

い
わ
く

「本
件
石
灯
籠

お
よ
び
取
り
外
し
の
で
き
る
庭
石
等
は
本
件
根
抵
当
権
の
目
的
た
る
宅
地
の
従
物
で
あ
り
、
本
件
植
木
お
よ
び

取
り
外
し
の
困
難
な
庭
石
等
は
右
宅
地
の
構
成
部
分
で
あ
る
が
、
右
従
物
は
本
件
根
抵
当
権
設
定
当
時
右
宅
地
の
常
用
の
た
め
こ
れ
ら
に

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
三
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附
属
せ
し
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
原
判
決
の
適
法
に
認
定
、
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
宅
地
の
根
抵
当

権
の
効
力
は
、
右
構
成
部
分
に
及
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
右
従
物
に
も
及
び

（大
判
大
正
八
年
二
月

一
五
国
民
録
二
五
輯
四
七
三
頁
参

照
）
、
こ
の
場
合
右
根
抵
当
権
は
本
件
宅
地
に
対
す
る
根
抵
当
権
登
記
を
も
っ
て
、
そ
の
構
成
部
分
た
る
右
物
件
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、

抵
当
権
の
効
力
か
ら
除
外
す
る
等
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
民
法
三
七
〇
条
に
よ
り
従
物
た
る
右
物
件
に
つ
い
て
も
対
抗
力
を
有
す

る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
被
上
告
人
は
、
根
抵
当
権
に
よ
り
、
右
物
件
等
を
独
立
の
動
産
と
し
て
抵
当
権

の
効
力
外
に
逸
出
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
、
右
物
件
の
譲
渡
ま
た
は
引
渡
を
妨
げ
る
権
利
を
有
す
る
か
ら
、
執
行
債
権
者
た
る
上
告
人

に
対
し
、
右
物
件
に
つ
い
て
の
強
制
執
行
の
排
除
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
る
と
し
た
現
判
決

（そ
の
引
用
す
る
第

一
審
判
決
を
含
む
。）

の
判
断
は
正
当
で
あ
る
」
。

と
こ
ろ
が
、
右
最
高
裁
判
決
は
、
抵
当
権
の
効
力
に
関
し
て
従
物
と
附
加
物

（構
成
部
分
）
を
区
別
し
つ
つ
民
法
八
七
条
二
項
に
よ
り

処
理
す
る
大
正
八
年
の
大
審
院
連
合
部
判
決
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
対
抗
力
に
関
し
て
は
民
法
三
七
〇
条
を
持
ち
出
し
て
、
こ
の
面
で
は

従
物
と
附
加
物

（構
成
部
分
）
を
同
じ
に
扱
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
矛
盾
が
あ
る
。
対
抗
力
は
抵
当
権
の
効
力
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
判
例
は
、
従
物
に
対
す
る
抵
当
権
の
効
力
に
つ
い
て
民
法
三
七
〇
条
を
根
拠
と
す
る
通
説
に
行
き
つ
く
こ
と
に
な
り

そ
う
で
あ
る
。

五
　
む
す
び

ほ
　
民
法
上
の
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
範
囲
、
こ
れ
は
抵
当
不
動
産
に
備
え
付
け
ら
れ
た
時
期
は
間
わ
ず
、
こ
れ
と

一
体
と
な
っ
た

「附

加
物
」
の
み
な
ら
ず
、
独
立
の
存
在
で
あ
る

「従
物
」
を
も
包
括
す
る
こ
と
、
確
立
し
た
法
理
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
「附
加
物
」
や



「従
物
」
の
概
念
が
拡
張
さ
れ
る
な
ら
（副
、
右
の
効
力
範
囲
は
な
お
い
っ
そ
う
拡
大
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
出
昭
和
五
三
年
の
東
京
高
裁
判
決
の
事
案
の
ご
と
く
、
抵
当
権
設
定
後
に
備
え
付
け
ら
れ
た
従
物
が
数
億
円
と
い

う
巨
額
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、
右
の
法
理
が
説
く
よ
う
に
、
こ
れ
に
当
然
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
解
す
る
な
ら
ば
、
設
定
者
や
他
の

債
権
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
不
合
理
と
思
わ
れ
る
状
況
が
生
じ
る
。

ひ
と
つ
は
、
抵
当
不
動
産
の
売
却
代
金
だ
け
で
被
担
保
債
権
を
弁
済
で
き
る
場
合
に
、
抵
当
権
者
が
従
物
を
も
競
売
で
き
る
。
ま
た
、

従
物
に
抵
当
権
が
及
ぶ
と
な
れ
ば
設
定
者
が
従
物
の
み
を
譲
渡
担
保
に
他
か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
事
実
上
不
可
能
ど
な
が
。
も
ち
ろ

ん
、
設
定
者
は
抵
当
不
動
産
に
つ
い
て
さ
ら
に
後
順
位
の
抵
当
権
を
設
定
で
き
る
が
、
担
保
価
値
の
効
率
的
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
問
題

が
残
り
は
し
な
い
か
、
で
あ
る
。
抵
当
権
者
は
増
加
し
た
従
物
に
み
あ
う
融
資
を
し
て
い
な
い
の
に
担
保
目
的
増
大
の
利
益
だ
け
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
従
物
が
巨
額
な
場
合
抵
当
権
者
は
予
測
外
の
担
保
増
大

（実
質
上
の
追
担
保
）
の
利
益
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
場
合
、三
括
売
却

・
超
過
売
却
に
準
じ
て

（民
執
六

一
条
、
七
三
条
参
照
）
、
債
務
者
た
る
設
定
者
が
同
意
を
し
た
と

き
の
み
従
物
を
含
め
て
競
売
で
き
る
、
と
い
っ
た
方
法
が
考
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
プ
。
ま
た
、
設
定
者
は
抵
当
権
者
と
の
合
意

に
よ
っ
て
従
物
に
抵
当
権
の
効
力
を
及
ば
せ
な
い
こ
と
が
で
き
る
が
、
（民
三
七
〇
条
但
書
）
、
抵
当
権
者
が
そ
れ
に
応
じ
る
と
は
か
ぎ
ら

な
い
。
そ
こ
で
、
設
定
後
の
巨
額
な
従
物
に
つ
い
て
は
特
別
の
除
外
特
約
が
な
く
て
も
設
定
当
事
者
に
反
対
の
意
思
が
あ
る
も
の
と
し
て

抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
、
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
（型
。
そ
し
て
ヽ
こ
の
従
物
は
、
新
設
の
従
物
に
限
る
ど
と
な
く
、
取
り
替
え
た
場
合

で
も
差
し
支
え
な
い
。

ま
た
、
債
務
者
で
な
い
物
上
保
証
人
や
被
担
保
債
務
を
引
き
受
け
て
い
な
い
第
三
取
得
者
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
で
あ
る
設
定
者
と
別

に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
従
物
も
主
物
と
と
も
に
競
売
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
債
務
者
の
債
務
が
よ
り
多
く
減
少
す
れ
ば
、
債

務
者
に
対
す
る
物
上
保
証
人
の
求
償
権

（民
三
七
二
条
、
〓
一五

一
条
）
、
第
三
者
取
得
者
の
損
害
賠
償
請
求
権

（民
五
六
七
条
三
項
）
は
そ

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
五
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の
分
だ
け
増
え
る
か
ら
計
算
上
損
失
は
な
い
。
し
か
し
、
債
務
者
の
無
資
力
の
ゆ
え
に
そ
の
回
収
に
つ
い
て
実
効
性
を
欠
く
こ
と
が
多
い
。

物
上
保
証
人
な
ど
は
右
の
事
態
を
覚
悟
す
べ
き
、
と
も
い
え
る
が
、
そ
の
利
益
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
物
上
保
証
人
な
ど

が
設
定
後
備
え
付
け
た
従
物
に
は
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
、
と
解
す
る
こ
と
も

一
策
で
あ
ろ
製
。

し
か
し
、
あ
る
従
物
に
つ
い
て
こ
れ
の
黙
示
の
排
除
特
約
を
認
め
る
こ
と
は
実
際
に
は
非
常
に
困
難
を
と
も
な
う
し
、
か
り
に
こ
れ
が

認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
排
除
特
約
が
登
記
さ
れ
て
い
な
い
限
り
設
定
当
事
者
以
外
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

（参
照
、

不
登

一
一
七
条
）
、
と
い
う
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
る
。

唸
　
そ
こ
で
、
よ
り
根
源
的
に
は
、
機
械
器
具
目
録

（三
条
目
録
）
の
法
的
性
質
と
も
か
か
わ
る
が
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
範
囲
に
関

し
、
産
業
の
用
に
供
せ
ら
れ
て
い
る
不
動
産

（従
物
と
し
て
、
機
械
器
具
の
類
）
と
居
住
の
用
に
供
せ
ら
れ
て
い
る
不
動
産

（従
物
と
し

て
、
畳
建
具
の
類
）
と
を
お
な
じ
平
面
で
論
じ
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
社
級
。

産
業
用
不
動
産
の
抵
当
化
に
つ
い
て
は
、
民
法
上
の
抵
当
権
と
の
関
連
で
は
、
工
場
抵
当
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
工
場
抵
当

の
目
的
物
と
な
る

「工
場
」
そ
の
も
の
が
限
定
さ
れ
て
い
る

（参
照
、
工
抵

一
条
）
。
右
の

「工
場
」
に
該
当
し
な
い
産
業
用
不
動
産
は
、

そ
の
抵
当
化
に
、
民
法
上
の
抵
当
権
が
使
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
、
民
法
上
の
抵
当
権
に
、
実
質
的
に
は
、
工
場
抵
当
と
し
て
の

機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
し
、
民
法
上
の
抵
当
権
を
か
か
る
機
能
に
耐
え
る
べ
く
組
み
直
す
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
民
法
上
の
抵
当
権
は
、
工
場
施
設
の
担
保
化
に
は
お
よ
そ
耐
え
う
る
も
の
で
な
く
、
消
費
信
用
を
前
提
と
し
た
保
全
抵
当

で
あ
る
。
財
団
抵
当
制
度
の
み
な
ら
ず
、
工
場
抵
当
は
、
民
法
上
の
抵
当
権
の
限
界
性
に
対
し
て
、
抵
当
目
的
物
の
拡
張
と
公
示
制
度
の

整
備
を
も
っ
て
対
処
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
他
方
、
民
法
上
の
抵
当
権
が
従
前
の
枠
組
み
を
維
持
し
た
ま
ま
、
抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
が
拡
張
さ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
に
問
題
が
あ
る
。
槙
悌
次
教
授
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「従
物
概
念
の
拡
張
に
よ
る
従
物
法
理
の
便
法
と
し
て
の
利
用
は
、



企
業
活
動
の
具
体
的
な
種
類
を
問
わ
ず
、
場
所
的
に
限
定
さ
れ
た
形
で
存
在
す
る
財
貨
の
集
合
体
を
、
ご
く
簡
易
な
形
で
担
保
の
取
引
に

供
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
工
場
抵
当
や
企
業
担
保
で
は
み
た
さ
れ
な
い
特
徴
を
持

つ
も
の
と
し
て
、
実
践
的
に
は
否
定

で
き
な
い
も
の
を
も

っ
て
い
る
」
。

そ
し
て
、
「
こ
の
簡
易
な
形
で
担
保
の
取
引
に
供
す
る
」
便
宜
性
が
工
場
抵
当
に
逆
移
行
し
て
き
た
現
象
の
ひ
と
つ
が
機
械
器
具
目
録

（三
条
目
録
）
を
公
示
機
能
に
限
定
す
る
考
え
方
、
立
法
論
と
し
て
は
、
そ
の
廃
止
論
で
あ
る
。

こ
う
し
た
逆
移
行
は
決
し
て
合
理
的
と
は
い
え
ず
、
生
産
信
用
に
お
け
る
担
保
取
引
は
、
公
示
制
度
の
整
備
さ
れ
た
工
場
抵
当
の
設
定

し
う
る
「工
場
」
を
拡
張
す
輪
だ
か
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（１
）
近
代
的
抵
当
権
の
諸
原
則
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
若
千
見
解
の
食
い
違
い
も
み
ら
れ
る
が
、
公
示
の
原
則
が
、
近
代
的
抵
当
権

の
諸
原
則
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
参
照
、
松
井
宏
興

「近
代
的
抵
当
権
論
」
星
野
英

一
編
集

・
民
法
講
座
３
物
権
②

（有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）
三
三
頁
以
下
、
同

「近
代
的
抵
当
権
論
に
つ
い
て
」
甲
南
法
学
二
三
巻

一
号

（
一
九
八
二
年
）

一
頁
以
下
。

（２
）
動
産
抵
当
制
度
で
あ
る
が
、
農
業
用
動
産

（農
業
動
産
信
用
法

（昭
和
八
年
法
三
〇
号
と
、
自
動
車

（同
抵
当
法

（昭
和
二
六
年
法

一
八
七
号
と
、
航
空
機

（同
抵
当
法

（昭
和
二
八
年
法
六
六
号
し
、
建
設
機
械

（同
抵
当
法

（昭
和
二
九
年
法
九
七
号
と

に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（３
）
財
団
抵
当
制
度
で
あ
る
が
、
現
行
の
特
別
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
九
種
類
、
鉄
道
財
団
抵
当

（同
法

（明
治
三
八
年
法
五
三
号
）
、
工
場
財
団
抵
当

（同

法

（明
治
三
八
年
法
五
四
号
と
、
鉱
業
財
団
抵
当

（同
法

（明
治
三
八
年
法
五
五
号
と
い
軌
道
財
団
抵
当

（軌
道
ノ
抵
当
二
関
ス
ル
法

（明
治
四
二
年
法
四
二
年

法
二
八
号
》
、
運
河
財
団
抵
当

（運
河
法

（大
正
三
年
法

一
六
号
と
、
漁
業
財
団
抵
当

（同
法

（大
正

一
四
年
法
九
号
と
、
港
湾
運
送
事
業
財
団
抵
当

（法

（昭

和
三
六
年
法

一
六

一
号
と
、
道
路
交
通
事
業
財
団
抵
当

（同
法

（昭
和
二
七
年
法
二
〇
四
号
し
、
観
光
施
設
財
団
抵
当

（同
法

（昭
和
四
三
年
法
九

一
号
と

で

あ
る
。

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



法
政
研
究

一
巻
二
書
∵
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
八

（４
）
企
業
担
保
法

（昭
和
三
二
年
法

一
〇
六
号
）
。

（５
）
た
と
え
ば
、
我
妻
栄

・
新
訂
担
保
物
権
法

（岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
五
四
〇
頁
、
五
四
七
頁
以
下
。

（６
）
昭
和
三
四
年

一
一
月
二
〇
日
民
甲
二
五
三
七
号
回
答
。

（７
）
最
判
昭
和
三
二
年

一
二
月
二
七
日
民
集

一
一
巻

一
四
号
二
五
二
頁
、
同
平
成
六
年
七
月

一
四
日
民
集
四
八
巻
五
号

一
一
二
六
頁
。

（８
）
我
妻

。
前
掲
書

（注
５
）
五
四
七
頁
、
秦
光
昭

「
工
場
抵
当
法
三
条
目
録

。
狭
義
の
工
場
抵
当
」
米
倉
明
他
編

・
金
融
担
保
法
講
座

Ⅱ

（筑
摩
書

房
、
一
九
八
六
年
）

一
七
九
頁
以
下
な
ど
。
ま
た
、
最
判
平
成
六
年
七
月

一
四
日
判
決

（注
７
）
の
控
訴
審

（福
岡
高
判
平
成
三
年
八
月
八
日
判
夕
七
八
六
号

一
九
九
頁
）
も
非
対
抗
要
件
説

（公
示
説
）
を
採
っ
た
。

（９
）
参
照
、
拙
稿

「目
的
物
の
分
離
と
抵
当
権
の
効
力
」
石
田
喜
久
夫

・
西
原
道
雄

・
高
木
多
喜
男
先
生
還
暦
記
念
論
文
集

・
金
融
法
の
課
題
と
展
望

（日
本
評

論
社
、
一
九
九
〇
年
）
九
二
頁
以
下
。

（１０
）
我
妻
栄

「建
物
の
抵
当
権
の
効
力
は
設
定
当
時
の
従
物
に
及
ぶ
」
ジ
ュ
リ
ス
ト

一
九
五
六
年
五
月
号
四
四
頁
以
下
が
、
こ
の
点
を
意
識
的
に
論
じ
て
い
る
。

（Ｈ
）
比
較
的
最
近
の
研
究
と
し
て
、
湯
浅
道
男

「抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
」
星
野
英

一
編
集

。
民
法
講
座
３
物
権
②

（有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）
四
七
頁
以

下
、
鎌
野
邦
樹

「『抵
当
権
と
従
物
』
論
」
早
法
六
四
巻
三
号

（
一
九
八
九
年
）
七
九
頁
以
下
、
池
田
雅
則

「集
合
財
産
担
保
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

（
一
）
～

（八
ご

北
大
法
学
論
集
四
五
巻
四
号
、
五
号

（
一
九
九
四
年
）
、
四
六
巻

一
号
、
四
号

（
一
九
九
五
年
）
、
五
号
、
六
号
、
四
七
巻

一
号
、
一
一号

（
一
九
九
六
年
）
な
ど
が

あ
る
。

（‐２
）
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
法
で
は
明
確
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
法

一
一
二
〇
条

（訳
は
、
於
保
不
二
雄

・
高
木
多
喜
男
補
訂

・
独
逸
民
法

一物
権
法
買
有
斐

閣
、
一
九
五
五
年
と

は
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
範
囲
に
関
し
て
、
「抵
当
権
ハ
土
地
ヨ
リ
分
離
シ
タ
ル
土
地
ノ
産
出
物
其
ノ
他
ノ
構
成
部
分
二
及
ブ
、
但
シ
、

第
九
五
四
条
乃
至
第
九
五
七
条
二
従
ヒ
其
ノ
分
離
卜
共
二
土
地
ノ
所
有
者
又
ハ
自
主
占
有
者
以
外
ノ
者
ノ
所
有
二
帰
ス
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
在
ラ
ズ
、
土
地
ノ

従
物
二
付
テ
モ
土
地
所
有
者
ノ
所
有
二
帰
セ
ザ
ル
モ
ノ
ヲ
除
キ
亦
同
ジ
」
と
規
定
す
る
。
と
く
に
、
「構
成
部
分
」
Ｏ
ｏ
∽一，
５
Ｑ
一①
じ

に
関
し
て
は
、
そ
の
定
義
を



九
二
条

・九
四
条
が
規
定
し
、
こ
れ
が
附
合
に
関
す
る
規
定
に
も
使
わ
れ
て
い
る

（九
四
六
条
、
九
四
七
条
）
。

（‐３
）
旧
民
法
の
編
纂
事
業
を
担
当
し
た
司
法
省
法
律
取
調
委
員
会
で
の
審
議
は
、
①
民
法
草
案
第
二
編
物
権
ノ
部
は
明
治
二
〇
年

一
二
月

（第

一
回
）
か
ら
同
月

二
七
日

（第

一
〇
回
）
ま
で
、
財
産
ノ
部
は
翌
明
治
二

一
年

一
月
九
日

（第

一
一
回
）
か
ら
同
月
二
三
日

（第

一
六
回
）
ま
で
、
物
権
ノ
部
は

一
月
二
四
日

（第

一
七
回
）
か
ら
二
月
七
日

（第
二
二
回
）
ま
で
、
財
産
篇
人
権
ノ
部
は
二
月
八
日

（第
二
三
回
）
か
ら
二
月
六
日

（第
二
四
回
）
ま
で
、
②
第
二
編
財
産
取
得
編

は
二
月
二
八
日

（第
四
二
回
）
か
ら
七
月

一
六
日

（第
七
二
回
）
ま
で
、
③
第
四
編
債
権
担
保
編
は
七
月

一
二
日

（第
七
二
回
）
か
ら
九
月
二
八
日

（第
八
四

回
）
ま
で
行
わ
れ
た
。
つ
い
で
、
こ
の
審
議
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
再
調
査
案
が
再
調
査
委
員
会
の
審
議
に
付
さ
れ
、
④
民
法
草
案
財
産
編
は
明
治
二

一
年
七
月

二
日

（第

一
回
）
か
ら

一
〇
月

一
六
日

（第

一
三
回
）
ま
で
、
財
産
取
得
編
は

一
〇
月
二
〇
日

（第

一
四
回
）
か
ら

一
一
月
二
七
日

（第
二
五
回
）
ま
で
、
債
権

担
保
編
は

一
一
月
二
八
日

（第
二
六
回
）
か
ら

一
二
月

一
二
日

（第
三
五
回
）
ま
で
、
証
拠
編
は

一
二
月

一
三
日

（第
二
六
回
）
か
ら

一
二
月
二
五
日

（第
四
四

回
）
ま
で
を
も
っ
て
終
了
し
た
。
参
照
、
向
井
健

「民
法
典
の
編
纂
」
福
島
正
夫
編

。
日
本
近
代
法
体
制
の
形
成

［下
巻
］
（日
本
評
論
社
、
一
九
八
二
年
）

三

一
三
頁
以
下
、
と
く
に
三
七
四
頁
以
下
。

な
お
、
法
律
取
調
委
員
会
の
議
事
録
は
、
①
に
つ
い
て
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修

。
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
８

（商
事
法
務
研
究

△
〓
、
一
九
八
八
年
）
、
②

に
つ
い
て
、
同

。
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
９
、
③
に
つ
い
て
、
同

。
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
１０
、
④
に
つ
い
て
、
同

。
日
本
近
代

立
法
資
料
叢
書
Ｈ
を
利
用
し
た
。

（‐４
）
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
起
案
し
た
抵
当
法
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
と
し
て
、
藤
原
明
久

。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
抵
当
法
の
研
究

（有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。

（‐５
）
小
川
鉄
吉
他
合
著

ｏ
日
本
民
法
誰
解

［財
産
編
之
部
］
２

八
九
〇
年
）
四
〇
頁
。

（‐６
）
財
産
編
第
八
条
　
性
質
二
因
ル
不
動
産
ハ
左
ノ
如
シ

第

一　
耕
地
、
宅
地
其
他
土
地
ノ
部
分

第
二
　
池
沼
、
溜
井
、
溝
渠
、
堀
割
、
泉
源

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一九



法
政
研
究

一
巻
二
芸
τ
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

第
三
　
土
手
、
桟
橋
其
他
此
類
ノ
エ
作
物

第
四
　
土
地
二
定
着
シ
タ
ル
浴
場
、
水
車
、
風
車
又
ハ
水
力
、
蒸
気
ノ
機
械

第
五
　
樹
林
、
竹
木
其
他
ノ
植
物
但
第
十
二
条
二
記
載
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
限
二
在
ラ
ス

第
六
　
果
実
及
ヒ
収
穫
物
ノ
未
夕
土
地
ヨ
リ
離
レ
サ
ル
モ
ノ
但
第
十
二
条
二
記
載
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
限
二
在
ラ
ス

第
七
　
鉱
物
、
杭
石
、
泥
炭
及
ヒ
肥
料
土
ノ
未
夕
土
地
ヨ
リ
離
レ
サ
ル
モ
ノ

第
八
　
建
物
及
ヒ
其
外
部
ノ
戸
扉

第
九
　
培
、
籠
、
棚

第
十
　
水
ノ
出
入
又
ハ
瓦
斯
、
温
気
ノ
引
入
ノ
為
メ
土
地
又
ハ
建
物
二
附
著
シ
タ
ル
筒
管

第
十

一　

土
地
又
ハ
建
物
二
附
著
シ
タ
ル
電
気
機
器

其
他
性
質
二
因
リ
テ
移
動
ス
可
キ
モ
ノ
ト
雖
モ
建
物
二
必
要
ナ
ル
附
属
物

（‐７
）
財
産
編
第
九
条
　
動
産
ノ
所
有
者
力
其
土
地
又
ハ
建
物
ノ
利
用
、
便
益
若
ク
ハ
装
飾
ノ
為
メ
ニ
永
遠
又
ハ
不
定
ノ
時
間
其
土
地
又
ハ
建
物
二
備
附
ケ
タ
ル
動

産
ハ
性
質
ノ
何
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
用
方
二
因
ル
不
動
産
タ
リ
即
チ
左
ノ
如
シ
但
反
対
ノ
証
拠
ア
ル
ト
キ
ハ
此
限
二
在
ラ
ス

第

一　

土
地
ノ
耕
作
、
利
用
又
ハ
肥
料
ノ
為
メ
ニ
備
ヘ
タ
ル
獣
畜

第
二
　
耕
作
用
二
備
ヘ
タ
ル
器
具
、
種
子
、
薬
草
及
ヒ
肥
料

第
二
　
養
蚕
場
二
備
ヘ
タ
ル
蚕
種

第
四
　
工
業
場
に
備

ヘ
タ
ル
機
械
及
ヒ
器
具

第
五
　
土
地
二
生
ス
ル
物
品
ノ
化
製
二
備
ヘ
タ
ル
器
具

第
六
　
不
動
産
ノ
常
用
二
備
ヘ
タ
ル
小
舟
但
水
流
力
公
有
二
係
り
又
ハ
他
人
二
属
ス
ル
ト
キ
モ
亦
同
シ



第
八
　
園
庭
二
装
置
シ
タ
ル
石
灯
籠
、
水
鉢
及
ヒ
岩
石

第
九
　
建
物
二
備
ヘ
タ
ル
畳
、
建
具
其
他
補
足
物
及
ヒ
毀
損
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
取
離
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
扁
額
、
政
璃
鏡
、

第
十
　
修
繕
中
ノ
建
物
ヨ
リ
取
離
シ
テ
再
ヒ
之
二
用
ュ
可
キ
材
料

第
十
二
条
　
仮
二
土
地
二
定
著
セ
シ
メ
タ
ル
物
ハ
用
方
二
因
ル
動
産
タ
リ
即
チ
左
ノ
如
シ

第

一　
建
築
ノ
足
場
及
ヒ
支
柱

第
二
　
建
築
ヲ
為
ス
ノ
間
供
用
二
備
ヘ
タ
ル
小
屋

第
二
　
植
木
師
及
ヒ
園
丁
力
資
ル
為
二
培
養
シ
又
ハ
保
存
シ
タ
ル
草
木

第
四
　
取
毀
ツ
為
メ
ニ
譲
渡
シ
タ
ル
建
物
其
他
ノ
エ
作
物
又
ハ
収
去
ス
ル
為
二
譲
渡
シ
タ
ル
樹
木
及
ヒ
収
穫
物

（‐８
）
福
島
正
夫

・
清
水
誠

「日
本
資
本
主
義
と
抵
当
制
度
の
発
達
」
法
律
時
報
二
八
巻

一
一
号

（
一
九
五
六
年
）
五
頁
。

（‐９
）
法
律
取
調
委
員
会

・
民
法
草
案
財
産
編
再
調
査
案
議
事
筆
記

（第

一
回
）

一
四
頁
以
下
。

（２０
）
法
律
取
調
委
員
会

・
前
掲
書

（注
１９
）

一
五
頁
以
下
。

（２‐
）
法
律
取
調
委
員
会

・
民
法
草
案
担
保
編
議
事
筆
記

（第
八

一
回
）
九
二
頁
～
九
五
頁
。

（２２
）
法
律
取
調
委
員
会

・
民
法
担
保
編
再
調
査
案
議
事
筆
記

（第
二
〇
回
）

一
〇
五
頁
。

（２３
）
法
律
取
調
委
員
会

・
前
掲
書

（注
２２
）

一
〇
五
頁
～

一
〇
六
頁
。

（２４
）
小
川
鉄
吉
他
合
著

ｏ
日
本
民
法
誰
釈

［財
産
取
得
編
債
権
担
保
編
］
２

八
九

一
年
）
三
二
〇
頁
。

（２５
）
法
律
取
調
委
員
会

。
前
掲
書

（注
２２
）
九
七
頁
～

一
〇
〇
頁
。

（２６
）
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
起
稿

。
再
開
修
正
民
法
草
案
注
釈

［第
四
編
］
七
五
〇
頁
。

（２７
）
我
妻

「抵
当
権
と
従
物
の
関
係
に
つ
い
て
」
民
法
研
究

Ⅳ

（有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
）
所
収
四
九
頁
。

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示

彫
刻
物
其
他
各
種
の
粧
飾
物

四

一



法
政
研
究

一
巻
二
豊
∵
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

二
　
　
・

（２８
）
鎌
野

・
前
掲
論
文

（注
Ｈ
）
一
一
八
頁
は
、
「実
質
的
に
み
た
場
合
、
旧
民
法
で
は
不
動
産
の
概
念
に
つ
い
て
全
面
的
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
立
場
を
採
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
形
式
的
理
解
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

（２９
）
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
起
稿

・
前
掲
書

（注
２６
）
七
五

一
頁
。

（３０
）
旧
登
記
法
に
関
し
て
は
、
参
照
、
福
島
正
夫

「旧
登
記
法
の
制
定
と
そ
の
意
義

（
一
）
～

（三
ご

法
学
協
会
雑
誌
五
七
巻
八
号

（
一
九
二
九
年
）
六
八

頁
、
一
〇
号
七
八
頁
、
一
一
号
七
四
頁

（日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
編

・
不
動
産
登
記
制
度
の
歴
史
と
展
望

（有
斐
閣
、
一
九
八
六
年
）
所
収
）
。

（３‐
）
明
治
八
年
の
諸
建
物
質
入
書
入
及
び
売
買
譲
渡
規
則
は
建
物
を
そ
の
敷
地
と
切
り
離
し
て
書
入
質
と
な
す
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。　
こ
の
両
規
則
に
お

い
て
、
建
物
を
土
地
と
は
別
個
の
不
動
産
と
す
る
制
度
が
法
制
上
明
確
に
導
入
さ
れ
た
。
参
照
、
清
水
誠

「わ
が
国
に
お
け
る
登
記
制
度
の
歩
み
」
日
本
司
法
書

士
会
連
合
会
編

・
不
動
産
登
記
制
度
の
歴
史
と
展
望

（有
斐
閣
、
一
九
八
六
年
）

一
二
五
頁
。

ま
た
、
諸
建
物
書
入
質
書
面
造
作
記
載
方

（明
治

一
〇
年
二
月
内
務
省
第
休
号
布
達
）
は
、
書
面
に

「造
作
」
の
記
載
を
す
る
も
の
と
し
た
。
も
っ
と
も
、
造

作
と
は
、
「庇
、
天
丼
、
敷
居
、
鴨
居
、
橡
板
、
床
ノ
間
、
押
入
等
」
と
さ
れ
て
い
た
。

（３２
）
伊
東
忍

・
緩
鹿
実
彰
共
述

・
登
記
提
要
下
巻

（明
治
印
刷
会
社
書
籍
部
、
一
八
九
〇
年
）
五
九
頁
。

（３３
）
星
野
英

一

「日
本
民
法
典
に
与
え
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
影
響
」
民
法
論
集
第

一
巻

（有
斐
閣
、
一
九
七
〇
年
）
所
収

一
四

一
頁
。

（３４
）
法
典
調
査
会

・
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録

（第
二
〇
回
）
五
九
三
頁
以
下
。

（３５
）
星
野

・
前
掲
書

（注
３３
）

一
四
七
頁
は
、
民
法
は
こ
の
大
事
な
問
題
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
と
す
る
。

（３６
）
法
典
調
査
会

。
前
掲
書

（注
３４
）
六
〇
六
頁
。

（３７
）
法
典
調
査
会

。
前
掲
書

（注
３４
）
六
〇
六
頁
。

（３８
）
法
典
調
査
会

・
前
掲
書

（注
３４
）
六

一
〇
頁
。

（３９
）
法
典
調
査
会

。
前
掲
書

（注
３４
）
六

一
六
頁
。



（４０
）
法
典
調
査
会

・
民
法
議
事
速
記
録

（第
五
〇
回
）
七
九
四
頁
．

（４‐
）
法
典
調
査
会

・
前
掲
書

（注
４０
）
七
九
五
頁
以
下
。

（４２
）
法
典
調
査
会

ｏ
前
掲
書

（注
４０
）
八
〇
九
頁
。

（４３
）
法
典
調
査
会

ｏ
民
法
議
事
速
記
録

（第
五

一
回
）
八
五
六
頁
。

（４４
）
法
典
調
査
会

・
前
掲
書

（注
４３
）
八
五
八
頁
。

（４５
）
法
典
調
査
会

。
前
掲
書

（注
４０
）
八
〇
二
頁
。

（郷
）
法
典
調
査
会

・
前
掲
書

（注
４０
）
八
〇
三
頁
。

（４７
）
起
草
者
の
著
作
に
お
い
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
よ
う
に
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
梅
謙
次
郎

ｏ
民
法
要
義
巻
之
二
物
権
編

（有
斐
閣
、
一
九
〇
七

年
）
五
〇
九
頁
、
五

一
〇
頁
～
五

一
一
頁
、
富
井
政
章

・
民
法
原
論
第
二
巻
物
権

（有
斐
閣
、
一
九
二
二
年
）
五
四
三
頁
～
五
四
四
頁
。

（４８
）
法
典
調
査
会

・
前
掲
書

（注
４０
）
七
九
四
頁
．

（４９
）
申
島
玉
吉

・
民
法
釈
義
巻
之
二
下

（金
刺
芳
流
堂
、
一
九

一
六
年
）

一
〇
六

一
頁
。

（５０
）
「造
作
畳
建
具
問
題
と
東
京
控
訴
院
」
新
聞

一
三
〇
号

（明
治
三
六
年
）

一
五
頁
。
詳
細
は
、
瀬
川
信
久

「抵
当
権
と
従
物

（
こ
」
北
大
論
集
三

一
巻
三
・四

合
併
号

（
一
九
八

一
年
）
三
七
三
頁
以
下
。

（５‐
）
東
京
地
決
明
治
三
四
上

一
下
三

一
新
聞
六
九
号
八
頁
、
東
京
控
決
明
治
二
五
。九
・

同
明
治
三
六
・七
上
一〇
日
新
聞

一
五
四
号
九
頁
、
同
明
治
三
六
上

Ｏ
ｏ九
新
聞

一
七

（５２
）
東
京
地
決
明
治
三
五
上

一
丁
一
三
新
聞

一
二
〇
号

一
五
頁
、
同
明
治
二
五
上

一
丁

（５３
）
我
妻

・
前
掲
論
文

（注
１０
）
四
六
頁
．

五
新
聞

一
〇
七
号
五
頁
、
同
明
治
三
六
豊
Ｔ
四
新
聞

号
七
頁
、
同
明
治
三
六
上

一
丁
二
三
新
聞

一
九

一
号

一
三
新
聞

一
一
九
号

一
五
頁
。

（５４
）
同
旨
、
長
崎
控
決
明
治

四

一
・六

上
一〇
新
聞
五
〇
九
号

一
三
頁
、
大
阪
地
決
明
治

四
二
上

一
。
二
九
新
聞
六

一
三
号

一
三
頁
。

抵
当
権

の
効
力

の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

三
三
〇
号

一
五
頁
、

六
頁
。



法
政
研
究

一
巻
二
豊
丁
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

（５５
）
梅

。
前
掲
書

（注
４７
）
五
二
三
頁
以
下
、
富
井

・
前
掲
書

（注
４７
）
五
四
四
頁
、
横
田
秀
雄

・
改
版
増
補
物
権
法
全

（清
水
書
店
、
一
九
〇
九
年
）
七
七
五

頁
、
三
瀦
信
三
・
担
保
物
権
法

（有
閣
斐
、
一
九
二
〇
年
）
四
七
八
頁
以
下
、
中
島
玉
吉

・
民
法
釈
義
巻
之
二
物
権
篇
下

（金
刺
芳
流
堂
、
一
九

一
六
年
）

一
〇
五
六
頁
以
下
な
ど
。

（５６
）
制
定
の
社
会
経
済
的
背
景
も
含
め
、
工
場
抵
当
法
に
関
し
て
は
、
参
照
、
清
水
誠

「明
治
三
十
八
年
の
財
団
抵
当
法
に
つ
い
て
卜
特
に
民
法
と
の
関
係
に
お

け
る
問
題
点
」
私
法

一
七
号

（
一
九
五
七
年
）
、
同

「財
団
抵
当
法
」
講
座

。
日
本
近
代
法
発
達
史
第
四
巻

（勁
草
書
房
、
一
九
五
八
年
）
。

（５７
）
第
二

一
回
帝
国
議
会
貴
族
院
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会

（明
治
三
八
年
二
月

一
四
日
）
で
の
提
案
理
由
説
明

・
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録

第

一
号

一
頁
。

（５８
）
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第

一
号

一
頁
。

（５９
）
津
島

一
雄

。
工
場
抵
当

ｏ
財
団
抵
当
の
実
務

（商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
七

一
年
）
四
二
頁
。

（６０
）
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第

一
号
二
頁
。

（６‐
）
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第

一
号
二
頁
。

（６２
）
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第

一
号
二
頁
。

（６３
）
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第

一
号
二
頁
。

（６４
）
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第

一
号

一
頁
。

（６５
）
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第

一
号
二
頁
．

（６６
）
秦
光
昭

「工
場
抵
当

・
抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
抵
当
権
の
実
行
」
不
動
産
登
記
講
座
Ｖ

（日
本
評
論
社
、
一
九
八
〇
年
）
八
八
頁
。

（６７
）
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第
二
号
七
頁
．

（６８
）
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第
二
号
八
頁
。



（６９
）
委
員
会
か
ら
審
査
の
委
託
を
受
け
た
富
井
政
章
ほ
か
小
委
員
三
名
の
協
議
の
結
果
で
あ
る
．
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第
四
号

一
五
頁
。

（７０
）
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第

一
号
二
頁
。

（７‐
）
工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第
四
号

一
五
頁
。

（７２
）
大
判
昭
和
六
上

・
一
四
新
聞
三
二
二
四
号

一
一
頁
。

（７３
）
福
岡
高
判
昭
和
二
八
・七
・七
高
民
集
六
巻
七
号
三
八
八
頁
。
こ
の
事
案
で
は
、
第
二
取
得
者
が
分
離
物
が
も
と
も
と
工
場
抵
当
の
目
的
た
る
建
物
に
備
え
付

け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
が
、
右
判
決
は
、
抵
当
権
者
の
同
意
を
得
て
い
る
と
い
う
「所
有
者
の

一
方
的
な
言
明
の
み
を
も
っ
て
は
足
ら
ず
、
更

に
進
ん
で
そ
の
事
実
の
有
無
を
確
か
め
る
た
め
抵
当
権
者
に
問
合
わ
せ
る
と
か
或
い
は
所
有
者
に
こ
れ
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面
の
提
示
を
求
め
る
な
ど
の
方
法

を
と
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
し
、
過
失
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
、
と
し
た
。

（７４
）
大
判
昭
和

一
一
・六
豊
一新
聞
四
〇
〇
号
七
頁
は
、
抵
当
権
設
定
当
時
建
物
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
た

「押
入
鏡
戸
障
子
襖
畳
類
」
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ

と
す
る
。

（７５
）
高
木
多
喜
男

・
担
保
物
権
法

［新
版
］
（有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）

一
一
八
頁
。
も
っ
と
も
、
我
妻
栄
他

・
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
担
保
物
権
法

（日
本
評
論

社
、
一
九
六
八
年
）
二
八
三
頁

［清
水
誠
］
は
、
抵
当
権
の
効
力
が
設
定
後
の
従
物
に
及
ぶ
こ
と
を
否
定
す
る
趣
旨
の
も
の
と
は
解
さ
な
い
余
地
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
、
と
す
る
。

（７６
）
富
井

・
民
法
原
論
第

一
春
総
則

（有
斐
閣
、
一
九
二
二
年
）
三
四
九
頁
。

（７７
）
我
妻

・
民
法
研
究
Ⅳ

（有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
）
所
収
。
民
法
八
七
条
二
項
を
根
拠
に
同
旨
、
石
田
文
次
郎

。
担
保
物
権
法
論
上
巻

（有
斐
間
、
一
九
二
五

年
）

一
六
〇
頁
。

（７８
）
柚
木
馨

・
担
保
物
権
法

（有
斐
閣
、
一
九
五
六
年
）
二
三
六
頁
。
同
旨
、
我
妻
他

・
前
掲
書

［清
水
誠
］
（注
７５
）
二
八
三
頁
¨

（７９
）
我
妻
他

。
前
掲
書

［清
水
誠
］
（注
７５
）
二
八
七
頁
。

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



法
政
研
究

一
巻
二
去
丁
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

（８０
）
川
島
武
宜

「判
民
二
〇
八
事
件
」
判
例
民
事
法

（昭
和
八
年
）
七
七
四
頁
、
柚
木
＝
高
木
・
担
保
物
権
法

［第
三
版
］
（有
斐
間
、
一
九
八
二
年
）
二
五
六
頁
。

（８‐
）
我
妻
他

。
前
掲
書

［清
水
誠
］
（注
７５
）
二
八
五
頁
。

（８２
）
川
島

。
前
掲

（注
８０
）
七
七
六
頁
、
我
妻

。
前
掲
書

（注
５
）
二
六
六
頁
。

（８８
）
我
妻

。
前
掲
論
文

（注
１０
）
五
三
頁
、
於
保
不
二
雄

「付
加
物
及
び
従
物
と
抵
当
権
」
民
商
法
雑
誌
二
九
巻
五
号
三

物

・
従
物
、
抵
当
権
の
侵
害
」
民
法
演
習
Ⅱ

（
有
斐
閣
、
一
九
五
八
年
）

一
七
七
頁
、
柚
木
馨

。
注
釈
民
法
０

［西
沢
修
］
一
二
頁
、
槙
悌
次

「抵
当
権
と
付
加

（有
斐
閣
、
一
九
七

一
年
）
二
五
頁
な

ど

．

（８４
）
石
田

・
前
掲
書

（注
７７
）

一
五
六
頁
、
柚
木
馨

・
判
例
民
法
総
論
上

（有
斐
閣
、
一
九
五

一
年
）
四
四
二
頁
。

（８５
）
高
木

。
前
掲
書

（注
７５
）

一
一
八
頁
。

（８６
）
興
味
あ
る
事
例
と
し
て
、
０
旅
館
の
全
建
物

・
敷
地
に
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
に
つ
い
て
、
旅
館
施
設
内
に
所
在
す
る
自
然
の
岩
窟
を
利
用
し
た
岩
風
呂
、

プ
ー
ル
、
上
陸
用
桟
橋
、
桟
橋
か
ら
旅
館

へ
の
通
路
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
、
浴
場
と
プ
ー
ル
に
送
湯
す
る
た
め
の
ポ
ン
プ
室
及
び
温
泉
権
を
土
地
の
構
成
部
分
な
い

し
従
物
と
し
た
事
例
（東
京
地
判
昭
和
四
六
・八
上

一
一下
民
集
三
二
巻
七
・八
号
八
五
四
頁
）
、
②
高
層
ビ
ル
に
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
に
つ
い
て
、
冷
暖
器
、
空
調

器
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ン
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
を
従
物
な
い
し
附
合
物
と
し
た
事
例

（東
京
地
判
昭
和
五
五
上

。
二
八
判
時
九
六
四
号

一
〇
七
頁
）
、

０
借
地
上
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
店
舗
用
建
物
に
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
に
つ
い
て
、
地
下
タ
ン
ク
、
ノ
ン
ス
ペ
ー
ス
型
計
量
機
、
洗
車
機
な
ど
を
建
物
の

従
物
と
し
た
事
例

（最
判
平
成
二
・四
二

九
判
時

一
三
五
四
号
八
〇
頁
）
な
ど
が
あ
る
。

（８７
）
劇
場
兼
キ
ャ
バ
レ
ー
の
建
物

（評
価
額
約
三
億
数
千
万
円
）
に
つ
き
抵
当
権
を
設
定
し
た
前
後
に
、
換
気
装
置
、
道
風
管
、
配
電
盤
、
せ
り
上
が
り
舞
台
装

置
、
舞
台
照
明
器
具
、
音
響
器
具
そ
の
他
劇
場
用
動
産
類
が
数
億
円
の
費
用
を
要
し
て
備
え
付
け
ら
れ
た
。

（８８
）
も
う

一
つ
の
問
題
は
、
抵
当
不
動
産
に
備
え
付
け
ら
れ
た
従
物
に
担
保
権

（所
有
権
留
保
「
譲
渡
担
保
、
動
産
先
取
特
権
）
の
負
担
が
つ
い
て
い
る
場
合
、

こ
れ
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
か
、
で
あ
る
。
参
照
、
拙
稿

「土
地
の
抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
」
米
倉
明
他
編

・
金
融
担
保
法
講
座

Ｉ

（筑
摩
書



房
、
一
九
八
五
年
）

一
八
〇
頁
。
さ
ら
に
、
古
積
健
二
郎

「従
物
上
に
存
在
す
る
複
数
の
担
保
権
の
優
劣
関
係
」
奥
田
昌
道
先
生
還
暦
記
念

・
民
事
法
理
論
の
諸

問
題

［下
巻
］
（成
文
堂
、
一
九
九
五
年
）
三
二

一
頁
以
下
。

（８９
）
瀬
川
信
久

「抵
当
権
と
従
物
」
新
版

・
判
例
演
習
２

（有
斐
閣
、
一
九
八
二
年
）
二
三
二
頁
。

（９０
）
林
良
平

「抵
当
権
の
効
力
」
新
版
民
法
演
習
２

（有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
）

一
八
四
頁
以
下
、
瀬
川

・
前
掲
論
文

（注
８９
）
二
三
二
頁
。

（９‐
）
瀬
川

。
前
掲
論
文

（注
８９
）
二
三
四
頁
。

（９２
）
林

。
前
掲
論
文

（注
９０
）

一
八
四
頁
以
下
。

（９３
）
瀬
川

。
前
掲
論
文

（注
８９
）
二
二
五
頁
。

（９４
）
そ
こ
で
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ん
で
い
る
従
物
の
処
分
可
能
性
に
関
し
て
ド
イ
ツ
法
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
占
部
洋
之

「ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
抵
当
不

動
産
従
物
の
処
分

（
一
）
含
じ
」
民
商
法
雑
誌

一
一
一
巷
三
号

（
一
九
九
四
年
）
、
四
・五
号

（
一
九
九
五
年
）

（９５
）
鎌
野

。
前
掲
論
文

（注
Ｈ
）

一
三
〇
頁
は
、
抵
当
取
引
を
営
業
型

（生
産
信
用
型
）
と
消
費
者
信
用
型
の
二
類
型
に
分
け
て
、
い
か
な
る
附
属
物
が

「附
加

物
」
と
な
る
の
か
を
決
め
る
べ
き
と
す
る
。

（９６
）
工
場
抵
当
法
の
審
議
に
お
い
て
、
富
井
政
章
委
員
が
行
っ
た
、
「此
第

一
条
二
工
場
ノ
ロ
的
ト
ナ
ル
仕
事
ヲ
列
挙
シ
テ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
是
デ
確
二
実
際
ノ
種
目

ヲ
網
羅
シ
テ
是
カ
ラ
先
キ
困
ル
ト
イ
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ハ
決
シ
テ
生
ジ
ナ
イ
ト
云
フ
御
確
信
ガ
ア
ル
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ
」
と
の
質
問
に
、
河
合
謙
三
郎
政
府
委
員

は
、
「是
デ
総
テ
ヲ
網
羅
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
マ
ス
考
デ
居
リ
マ
ス
」
と
応
え
て
い
る

（工
場
抵
当
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第
二
号
七
頁
）
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
改
正
も
あ
り
、
通
信
や
放
送
関
連
に
使
用
さ
れ
る
場
所
が

「工
場
」
と
見
な
さ
れ
る

（参
照
、
工
抵

一
条
）
。

（９７
）
根
悌
次

「建
物
と
備
付
施
設
と
の
集
合
体
と
従
物
法
理

（
一
）
民
商
法
雑
誌

一
〇
五
巷
四
号

（
一
九
九
二
年
）
二
三
頁
。

（９８
）
「工
場
」
の
概
念
は
登
記
実
務
に
お
い
て
も
拡
張
が
図
ら
れ
て
い
る

（秦
光
昭

「工
場
抵
当
、
各
種
財
団
抵
当
に
お
け
る
設
定
手
続
上
の
問
題
点
」
加
藤

一
郎

他

・
担
保
法
大
系
第
二
容

（キ
ン
ザ
イ
、
一
九
八
五
年
）
三
二
六
頁
以
下
。
根
本
的
に
は
、
法
改
正
が
望
ま
し
い
。

抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七




